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(57)【要約】
　本発明は高次コーディングの変調処理方法及び装置、
基地局、端末を提供し、該方法は、基地局は伝送タイプ
と予め定義された情報に基づき変調とコーディングポリ
シーのＭＣＳ表を選択し、前記ＭＣＳ表はＭ次変調方式
をサポートするＭＣＳ表、及びＭ次変調方式をサポート
しないＭＣＳ表を含み、Ｍ＞６４であることと、前記基
地局は端末にダウンリンク制御シグナリングを送信して
、前記ダウンリンク制御シグナリングは変調とコーディ
ング方式のドメインＩＭＣＳを含むこととを含み、前記
ＩＭＣＳは基地局が選択したＭ次変調方式をサポートす
る又はサポートしないＭＣＳ表に基づくものであり、本
発明による上記技術的手段を採用して、関連技術におい
て、通常のテーブルはより高次の変調方式をサポートで
きない技術問題を解決し、それにより基地局と端末はよ
り高次の変調方式に基づく伝送を実現する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局は伝送タイプと予め定義された情報に基づき変調とコーディングポリシーのＭＣ
Ｓ表を選択し、前記ＭＣＳ表はＭ次変調方式をサポートするＭＣＳ表及びＭ次変調方式を
サポートしないＭＣＳ表を含み、Ｍ＞６４であることと、
　前記基地局は端末にダウンリンク制御シグナリングを送信し、前記ダウンリンク制御シ
グナリングは変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含み、前記ＩＭＣＳは基地局
により選択したＭ次変調方式をサポートする又はサポートしないＭＣＳ表に基づくもので
あることと、を含む高次コーディングの変調処理方法。
【請求項２】
　基地局は伝送タイプと予め定義された情報に基づき変調とコーディングポリシーのＭＣ
Ｓ表を選択することは、
　前記伝送タイプがダウンリンク伝送である際に、前記基地局は前記予め定義された情報
に基づきダウンリンクＭＣＳ表を選択することを含み、前記予め定義された情報はサブフ
レームセットに設定した表タイプを含み、前記表タイプは前記Ｍ次変調方式をサポートす
るチャンネル品質指示ＣＱＩ表又はＭ次変調方式をサポートしないＣＱＩ表である請求項
１に記載の方法。
【請求項３】
　前記サブフレームセットは前記基地局が設定したサブフレームセット０及び/又はサブ
フレームセット１を含む請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記基地局がサブフレームセットに設定した表タイプに基づきダウンリンクＭＣＳ表を
選択する際に、前記方法は、
　サブフレームセット０又は/及びサブフレームセット１にＭ次変調方式をサポートする
チャンネル品質指示ＣＱＩ表を設定する際に、ダウンリンクサブフレームはＭ次変調方式
をサポートするＭＣＳ表を使用すること、
　サブフレームセットｉにＭ次変調方式をサポートするＣＱＩ表を設定する際に、サブフ
レームセットｉはＭ次変調方式をサポートするＭＣＳ表を使用すること、サブフレームセ
ットｉにＭ次変調方式をサポートしないＣＱＩ表を設定する際に、サブフレームセットｉ
はＭ次変調方式をサポートしないＭＣＳ表を使用すること、ｉ＝０，１であり、サブフレ
ームセット０とサブフレームセット１を除いたサブフレームに対して、
　専有の上位層シグナリングによってＭ次変調方式をサポートする又はサポートしないＭ
ＣＳ表を設定すること、
　Ｍ次変調方式をサポートしないＭＣＳ表を使用するように予め定義されたこと、の少な
くとも一つを含むこと、
　サブフレームセット０とサブフレームセット１の少なくとも一つにＭ次変調方式をサポ
ートするＣＱＩ表を設定する際に、Ｍ次変調方式をサポートするＭＣＳ表を使用すること
、の少なくとも一つを更に含む請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　基地局は伝送タイプと予め定義された情報に基づき変調とコーディングポリシーのＭＣ
Ｓ表を選択することは、
　前記伝送タイプがアップリンク伝送である際に、前記基地局は予め定義された情報に基
づきアップリンクＭＣＳ表を選択することを含み、前記予め定義された情報は、
　ダウンリンク伝送である際に設定した、Ｍ次変調方式をサポートするＣＱＩ表、Ｍ次変
調方式をサポートするＭＣＳ表の少なくとも一つを含む表タイプ、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むＤＣＩのＤＣＩフォーマット(ＤＣ
Ｉ format)、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むダウンリンク制御シグナリングに対
応する、共通検索領域、ＵＥ特有検索領域の少なくとも一つを含む検索領域、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むダウンリンク制御シグナリングに対



(3) JP 2017-520964 A 2017.7.27

10

20

30

40

50

応する、半永続スケジューリングセル無線ネットワーク一時的アイデンティティＳＰＳ 
Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリング、セル無線ネットワーク一時的アイデンティティＣ-ＲＮＴ
Ｉスクランブリングの少なくとも一つを含む周期的冗長検査ＣＲＣスクランブリング方式
、
　アップリンク伝送モード、
　基地局が設定したアップリンクサブフレームセット、
　予め定義されたアップリンクサブフレームセット、
　の少なくとも一つを含む請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＤＣＩ formatは、ＤＣＩ format ０，ＤＣＩ format ４の少なくとも一つを含む
請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記基地局はダウンリンク伝送である際に設定した表タイプに基づきアップリンクＭＣ
Ｓ表を選択する際に、前記方法は、
　ダウンリンク伝送にＭ次変調方式をサポートするＣＱＩ表及び/又はＭ次変調方式をサ
ポートするＭＣＳ表を設定する際に、特定のシーンのアップリンク伝送にＭ次変調方式を
サポートするアップリンクＭＣＳ表を設定すること、
　ダウンリンク伝送にＭ次変調方式をサポートするＣＱＩ表及び/又はＭ次変調方式をサ
ポートするＭＣＳ表を設定し、且つ特定のシーンのアップリンク伝送は物理アップリンク
共有チャンネルＰＵＳＣＨにおいてチャンネル状態情報ＣＳＩを送信する際に、該アップ
リンク伝送にＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ表を設定すること、
　基地局が送信した設定シグナリングによって前記アップリンク伝送にＭ次変調方式をサ
ポートする又はサポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、の少なくとも一つ
を更に含む請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記特定のシーンは時分割複信ＴＤＤ伝送を含む請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記基地局は、ＤＣＩ フォーマット(ＤＣＩ format)、ダウンリンク制御シグナリング
に対応する検索領域、ダウンリンク制御シグナリングに対応するＣＲＣスクランブリング
方式、アップリンク伝送モードの少なくとも一つに基づきアップリンクＭＣＳ表を選択す
る際に、前記方法は、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード１を設定し、或いはＤＣＩ formatをＤＣ
Ｉ format ０のみとして設定する際に、ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領
域が共通検索領域であると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭ
ＣＳ表を選択すること、ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領域がＵＥ特有検
索領域であると、基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択する
こと、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード１を設定し、或いはＤＣＩ formatをＤＣ
Ｉ format ０のみとして設定する際に、ダウンリンク制御シグナリングに対応するＣＲＣ
スクランブリング方式がＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングであると、前記基地局はＭ
次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、ダウンリンク制御シ
グナリングに対応するＣＲＣスクランブリング方式がＣ-ＲＮＴＩスクランブリングであ
ると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択すること、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード１を設定し、或いはＤＣＩ formatをＤＣ
Ｉ format ０のみとして設定する際に、ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領
域が共通検索領域であると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭ
ＣＳ表を選択すること、ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領域がＵＥ特有検
索領域であり且つＣＲＣスクランブリング方式がＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングで
あると、基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、
ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領域がＵＥ特有検索領域であり且つＣＲＣ
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スクランブリング方式がＣ-ＲＮＴＩスクランブリングであると、基地局はＭ次変調方式
をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択すること、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード２を設定し、或いはＤＣＩ format ０とＤ
ＣＩ format ４の２種のＤＣＩ formatを設定する際に、前記基地局はＤＣＩ format ０
によってダウンリンク制御シグナリングを送信して、且つ前記ダウンリンク制御シグナリ
ングに対応する検索領域が共通検索領域であると、前記基地局はＭ次変調方式をサポート
しないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ０によってダ
ウンリンク制御シグナリングを送信して、且つダウンリンク制御シグナリングに対応する
検索領域がＵＥ特有検索領域であると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップ
リンクＭＣＳ表を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ４によってダウンリンク制
御シグナリングを送信すると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭ
ＣＳ表を選択すること、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード２を設定し、或いはＤＣＩ format ０とＤ
ＣＩ format ４の２種のＤＣＩ formatを設定する際に、前記基地局はＤＣＩ format ０
によってダウンリンク制御シグナリングを送信して、且つダウンリンク制御シグナリング
に対応するＣＲＣスクランブリング方式がＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングであると
、前記基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、前
記基地局はＤＣＩ format ０によってダウンリンク制御シグナリングを送信して、且つダ
ウンリンク制御シグナリングに対応するＣＲＣスクランブリング方式がＣ-ＲＮＴＩスク
ランブリングであると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表
を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ４によってダウンリンク制御シグナリング
を送信すると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択す
ること、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード２を設定し、或いはＤＣＩ format ０とＤ
ＣＩ format ４の２種のＤＣＩ formatを設定する際に、前記基地局はＤＣＩ format ０
によってダウンリンク制御シグナリングを送信して、且つダウンリンク制御シグナリング
に対応する検索領域が共通検索領域であると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートしな
いアップリンクＭＣＳ表を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ０によってダウン
リンク制御シグナリングを送信して、且つダウンリンク制御シグナリングに対応する検索
領域がＵＥ特有検索領域であり、ＣＲＣスクランブリング方式がＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩスク
ランブリングであると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ
表を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ０によってダウンリンク制御シグナリン
グを送信して、且つダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領域がＵＥ特有検索領
域であり、ＣＲＣスクランブリング方式がＣ-ＲＮＴＩスクランブリングであると、前記
基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択すること、基地局はＤ
ＣＩ format ４によってダウンリンク制御シグナリングを送信すると、基地局はＭ次変調
方式をサポートするアップリンク表を選択すること、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード２を設定して、或いはＤＣＩ format ０と
ＤＣＩ format ４の２種のＤＣＩ formatを設定する際に、前記基地局はＤＣＩ format 
０によってダウンリンク制御シグナリングを送信すると、前記基地局はＭ次変調方式をサ
ポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ４によ
ってダウンリンク制御シグナリングを送信すると、前記基地局はＭ次変調方式をサポート
するアップリンクＭＣＳ表を選択すること、の少なくとも一つを更に含む請求項５に記載
の方法。
【請求項１０】
　前記基地局は前記基地局が設定した或いは予め定義されたアップリンクサブフレームセ
ットに基づきアップリンクＭＣＳ表を選択する際に、前記方法は、
　サブフレームセット２とサブフレームセット３に対して、前記基地局はそれぞれＭ次変
調方式をサポートする又はサポートしないアップリンクＭＣＳ表を設定して、前記サブフ
レームセット２と３は基地局が設定したアップリンクサブフレームセット、或いは予め定
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義されたサブフレームセットであること、
　基地局はサブフレームセット２だけにＭ次変調方式をサポートする又はサポートしない
アップリンクＭＣＳ表を設定して、サブフレームセット３はＭ次変調方式をサポートしな
いアップリンクＭＣＳ表を使用すること、
　基地局はサブフレームセット３だけにＭ次変調方式をサポートする又はサポートしない
アップリンクＭＣＳ表を設定して、サブフレームセット２はＭ次変調方式をサポートしな
いアップリンクＭＣＳ表を使用すること、の少なくとも一つを更に含む請求項５に記載の
方法。
【請求項１１】
　基地局は伝送タイプと予め定義された情報に基づきＭ次変調方式をサポートする変調と
コーディングポリシーのＭＣＳ表を選択した後に、基地局は端末に前記基地局が端末に送
信した前記ダウンリンク制御シグナリングを送信し、前記ダウンリンク制御シグナリング
は伝送電力制御指令ＴＰＣ commandドメインを含み、前記ＴＰＣ commandドメインは、
　前記ダウンリンク制御シグナリングはＤＣＩ format ３Ａによって送信される際に、前
記ＴＰＣ commandドメインはＮ１ビットで示され、Ｎ１は１以上の正の整数であり、且つ
ＴＰＣ commandドメインに対応するＴＰＣ command数値は－１と１を除いた他の整数を含
む特徴、
　前記ダウンリンク制御シグナリングはＤＣＩ format ３Ａを除いた他のＤＣＩ format
によって送信される際に、前記ＴＰＣ commandドメインはＮ２ビットで示され、Ｎ２は２
以上の正の整数であり、且つＴＰＣ commandドメインに対応するＴＰＣ command数値は－
１，０，１，３を除いた他の整数を含む特徴、の一つを少なくとも含む請求項１に記載の
方法。
【請求項１２】
　端末は基地局が送信したダウンリンク制御シグナリングを受信し、前記ダウンリンク制
御シグナリングは変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含み、前記ＩＭＣＳは基
地局が伝送タイプと予め定義された情報に基づき選択したＭＣＳ表に基づくものであり、
前記ＭＣＳ表はＭ次変調方式をサポートするＭＣＳ表及びＭ次変調方式をサポートしない
ＭＣＳ表を含み、Ｍ＞６４であることと、
　前記端末はＩＭＣＳに基づきアップリンクデータのコーディング変調を実行し、或いは
ダウンリンクデータの復調復号を実行することと、を含む高次コーディングの変調処理方
法。
【請求項１３】
　前記伝送タイプがダウンリンク伝送である際に、前記基地局は前記予め定義された情報
に基づきダウンリンクＭＣＳ表を選択し、前記予め定義された情報は、
　サブフレームセットに設定した表タイプを含み、前記表タイプは前記Ｍ次変調方式をサ
ポートするチャンネル品質指示ＣＱＩ表又はＭ次変調方式をサポートしないＣＱＩ表であ
る請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記サブフレームセットは前記基地局が設定したサブフレームセット０及び/又はサブ
フレームセット１を含む請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記伝送タイプはダウンリンク伝送であり、且つ前記基地局が選択したＭＣＳ表がダウ
ンリンクＭＣＳ表である際に、前記方法は、
　サブフレームセット０又は/及びサブフレームセット１にＭ次変調方式をサポートする
ＣＱＩ表を設定する際に、ダウンリンクサブフレームはＭ次変調方式をサポートするＭＣ
Ｓ表を使用すること、
　サブフレームセットｉにＭ次変調方式をサポートするＣＱＩ表を設定する際に、サブフ
レームセットｉはＭ次変調方式をサポートするＭＣＳ表を使用すること、サブフレームセ
ットｉにＭ次変調方式をサポートしないＣＱＩ表を設定する際に、サブフレームセットｉ
はＭ次変調方式をサポートしないＭＣＳ表を使用すること、ｉ＝０，１であり、サブフレ
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ームセット０とサブフレームセット１を除いたサブフレームに対して、
　専有の高レベルのシグナリングによってＭ次変調方式をサポートする又はサポートしな
いＭＣＳ表を設定すること、
　Ｍ次変調方式をサポートしないＭＣＳ表を使用するように予め定義されたこと、の少な
くとも一つを含むこと、
　サブフレームセット０とサブフレームセット１の少なくとも一つにＭ次変調方式をサポ
ートするＣＱＩ表を設定する際に、Ｍ次変調方式をサポートするＭＣＳ表を使用すること
、の少なくとも一つを更に含む請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記伝送タイプはアップリンク伝送である際に、前記基地局は前記予め定義された情報
に基づきアップリンクＭＣＳ表を選択し、前記予め定義された情報は、
　ダウンリンク伝送である際に設定した、Ｍ次変調方式をサポートするＣＱＩ表、Ｍ次変
調方式をサポートするＭＣＳ表の少なくとも一つを含む表タイプ、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むＤＣＩのＤＣＩフォーマット(ＤＣ
Ｉ format)、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むダウンリンク制御シグナリングに対
応する、共通検索領域、ＵＥ特有検索領域の少なくとも一つを含む検索領域、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むダウンリンク制御シグナリングに対
応する、ＳＰＳセル無線ネットワーク一時的アイデンティティＣ-ＲＮＴＩスクランブリ
ング、Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングの少なくとも一つを含む周期的冗長検査ＣＲＣスク
ランブリング方式、
　アップリンク伝送モード、
　基地局が設定したアップリンクサブフレームセット、
　予め定義されたアップリンクサブフレームセット、の少なくとも一つを含む請求項１２
に記載の方法。
【請求項１７】
　前記ＤＣＩ formatは、ＤＣＩ format ０，ＤＣＩ format ４の少なくとも一つを含む
請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記基地局はダウンリンク伝送である際に設定した表タイプに基づきアップリンクＭＣ
Ｓ表を選択する際に、前記方法は、
　ダウンリンク伝送にＭ次変調方式をサポートするＣＱＩ表及び/又はＭ次変調方式をサ
ポートするＭＣＳ表を設定する際に、特定のシーンのアップリンク伝送にＭ次変調方式を
サポートするアップリンクＭＣＳ表を設定すること、
　ダウンリンク伝送にＭ次変調方式をサポートするＣＱＩ表及び/又はＭ次変調方式をサ
ポートするＭＣＳ表を設定し、且つ特定のシーンのアップリンク伝送は物理アップリンク
共有チャンネルＰＵＳＣＨにおいてチャンネル状態情報ＣＳＩを送信する際に、該アップ
リンク伝送にＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ表を設定すること、
　基地局が送信した設定シグナリングによって前記アップリンク伝送にＭ次変調方式をサ
ポートする又はサポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、の少なくとも一つ
を更に含む請求項１６に記載の方法。
【請求項１９】
　前記特定のシーンは時分割複信ＴＤＤ伝送を含む請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記基地局はＤＣＩフォーマット(ＤＣＩ format)、ダウンリンク制御シグナリングに
対応する検索領域、ダウンリンク制御シグナリングに対応するＣＲＣスクランブリング方
式、アップリンク伝送モードの少なくとも一つに基づきアップリンクＭＣＳ表を選択する
際に、前記方法は、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード１を設定し、或いはＤＣＩ formatをＤＣ
Ｉ format ０のみとして設定する際に、ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領
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域が共通検索領域であると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭ
ＣＳ表を選択すること、ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領域がＵＥ特有検
索領域であると、基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択する
こと、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード１を設定し、或いはＤＣＩ formatをＤＣ
Ｉ format ０のみとして設定する際に、ダウンリンク制御シグナリングに対応するＣＲＣ
スクランブリング方式がＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングであると、前記基地局はＭ
次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、ダウンリンク制御シ
グナリングに対応するＣＲＣスクランブリング方式がＣ-ＲＮＴＩスクランブリングであ
ると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択すること、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード１を設定し、或いはＤＣＩ formatをＤＣ
Ｉ format ０のみとして設定する際に、ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領
域が共通検索領域であると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭ
ＣＳ表を選択すること、ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領域がＵＥ特有検
索領域であり且つＣＲＣスクランブリング方式がＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングで
あると、基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、
ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領域がＵＥ特有検索領域であり且つＣＲＣ
スクランブリング方式がＣ-ＲＮＴＩスクランブリングであると、基地局はＭ次変調方式
をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択すること、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード２を設定し、或いはＤＣＩ format ０とＤ
ＣＩ format ４の２種のＤＣＩ formatを設定する際に、前記基地局はＤＣＩ format ０
によってダウンリンク制御シグナリングを送信して、且つ前記ダウンリンク制御シグナリ
ングに対応する検索領域が共通検索領域であると、前記基地局はＭ次変調方式をサポート
しないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ０によってダ
ウンリンク制御シグナリングを送信して、且つダウンリンク制御シグナリングに対応する
検索領域がＵＥ特有検索領域であると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップ
リンクＭＣＳ表を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ４によってダウンリンク制
御シグナリングを送信すると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭ
ＣＳ表を選択すること、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード２を設定し、或いはＤＣＩ format ０とＤ
ＣＩ format ４の２種のＤＣＩ formatを設定する際に、前記基地局はＤＣＩ format ０
によってダウンリンク制御シグナリングを送信して、且つダウンリンク制御シグナリング
に対応するＣＲＣスクランブリング方式がＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングであると
、前記基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、前
記基地局はＤＣＩ format ０によってダウンリンク制御シグナリングを送信して、且つダ
ウンリンク制御シグナリングに対応するＣＲＣスクランブリング方式がＣ-ＲＮＴＩスク
ランブリングであると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表
を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ４によってダウンリンク制御シグナリング
を送信すると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択す
ること、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード２を設定し、或いはＤＣＩ format ０とＤ
ＣＩ format ４の２種のＤＣＩ formatを設定する際に、前記基地局はＤＣＩ format ０
によってダウンリンク制御シグナリングを送信して、且つダウンリンク制御シグナリング
に対応する検索領域が共通検索領域であると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートしな
いアップリンクＭＣＳ表を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ０によってダウン
リンク制御シグナリングを送信して、且つダウンリンク制御シグナリングに対応する検索
領域がＵＥ特有検索領域であり、ＣＲＣスクランブリング方式はＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩスク
ランブリングであると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ
表を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ０によってダウンリンク制御シグナリン
グを送信して、且つダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領域がＵＥ特有検索領
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域であり、ＣＲＣスクランブリング方式がＣ-ＲＮＴＩスクランブリングであると、前記
基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択すること、基地局はＤ
ＣＩ format ４によってダウンリンク制御シグナリングを送信すると、基地局はＭ次変調
方式をサポートするアップリンク表を選択すること、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード２を設定して、或いはＤＣＩ format ０と
ＤＣＩ format ４の２種のＤＣＩ formatを設定する際に、前記基地局はＤＣＩ format 
０によってダウンリンク制御シグナリングを送信すると、前記基地局はＭ次変調方式をサ
ポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ４によ
ってダウンリンク制御シグナリングを送信すると、前記基地局はＭ次変調方式をサポート
するアップリンクＭＣＳ表を選択すること、の少なくとも一つを更に含む請求項１６に記
載の方法。
【請求項２１】
　前記基地局は設定した或いは予め定義されたアップリンクサブフレームセットに基づき
アップリンクＭＣＳ表を選択する際に、前記方法は、
　サブフレームセット２とサブフレームセット３に対して、前記基地局はそれぞれＭ次変
調方式をサポートする又はサポートしないアップリンクＭＣＳ表を設定して、前記サブフ
レームセット２と３は基地局が設定したアップリンクサブフレームセット、或いは予め定
義されたサブフレームセットであること、
　基地局はサブフレームセット２だけにＭ次変調方式をサポートする又はサポートしない
アップリンクＭＣＳ表を設定して、サブフレームセット３はＭ次変調方式をサポートしな
いアップリンクＭＣＳ表を使用すること、
　基地局はサブフレームセット３だけにＭ次変調方式をサポートする又はサポートしない
アップリンクＭＣＳ表を設定して、サブフレームセット２はＭ次変調方式をサポートしな
いアップリンクＭＣＳ表を使用すること、の少なくとも一つを更に含む請求項１６に記載
の方法。
【請求項２２】
　基地局はＭ次変調方式をサポートするＭＣＳ表を選択する際に、端末は基地局が送信し
たダウンリンク制御シグナリングを受信し、前記ダウンリンク制御シグナリングは伝送電
力制御指令ＴＰＣ commandドメインを少なくとも含み、前記ＴＰＣ commandドメインは、
　前記ダウンリンク制御シグナリングはＤＣＩ format ３Ａによって送信される際に、前
記ＴＰＣ commandドメインはＮ１ビットで示され、Ｎ１は１以上の正の整数であり、且つ
ＴＰＣ commandドメインに対応するＴＰＣ command数値は－１と１を除いた他の整数を含
む特徴、
　前記ダウンリンク制御シグナリングはＤＣＩ format ３Ａを除いた他のＤＣＩ format
によって送信される際に、前記ＴＰＣ commanドメインはＮ２ビットで示され、Ｎ２は２
以上の正の整数であり、且つＴＰＣ commandドメインに対応するＴＰＣ command数値は－
１，０，１，３を除いた他の整数を含む特徴、の一つを少なくとも含む請求項１２に記載
の方法。
【請求項２３】
　伝送タイプと予め定義された情報に基づき変調とコーディングのポリシーのＭＣＳ表を
選択するように設定され、前記ＭＣＳ表はＭ次変調方式をサポートするＭＣＳ表及びＭ次
変調方式をサポートしないＭＣＳ表を含み、Ｍ＞６４である選択モジュールと、
　端末にダウンリンク制御シグナリングを送信するように設定され、前記ダウンリンク制
御シグナリングは変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳの少なくとも一つを含み、
前記ＩＭＣＳは基地局により選択したＭ次変調方式をサポートする又はサポートしないＭ
ＣＳ表に基づくものである送信モジュールと、を含む高次コーディングの変調処理装置。
【請求項２４】
　前記選択モジュールはさらに、前記伝送タイプがダウンリンク伝送である際に、前記予
め定義された情報に基づきダウンリンクＭＣＳ表を選択するように設定され、前記予め定
義された情報はサブフレームセットに設定した表タイプを含み、前記表タイプは前記Ｍ次
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変調方式をサポートするＭＣＳ表又はＭ次変調方式をサポートしないＭＣＳ表である請求
項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　前記選択モジュールは、前記伝送タイプがアップリンク伝送である際に、予め定義され
た情報に基づきアップリンクＭＣＳ表を選択するように設定され、前記予め定義された情
報は、
　ダウンリンク伝送である際に設定した、Ｍ次変調方式をサポートするＣＱＩ表、Ｍ次変
調方式をサポートするＭＣＳ表の少なくとも一つを含む表タイプ、
　ＩＭＣＳを含むＤＣＩのＤＣＩフォーマット(ＤＣＩ format)、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むダウンリンク制御シグナリングに対
応する、共通検索領域、ＵＥ特有検索領域の少なくとも一つを含む検索領域、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むダウンリンク制御シグナリングに対
応する、ＳＰＳセル無線ネットワーク一時的アイデンティティＣ-ＲＮＴＩスクランブリ
ング、Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングの少なくとも一つを含む周期的冗長検査ＣＲＣスク
ランブリング方式、
　アップリンク伝送モード、
　基地局が設定したアップリンクサブフレームセット、
　予め定義されたアップリンクサブフレームセット、の少なくとも一つを含む請求項２３
に記載の装置。
【請求項２６】
　基地局が送信したダウンリンク制御シグナリングを受信するように設定され、前記ダウ
ンリンク制御シグナリングは変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳの少なくとも一
つを含み、前記ＩＭＣＳは基地局が伝送タイプと予め定義された情報に基づき選択したＭ
ＣＳ表に基づくものであり、前記ＭＣＳ表はＭ次変調方式をサポートするＭＣＳ表及びＭ
次変調方式をサポートしないＭＣＳ表を含み、Ｍ＞６４である受信モジュールと、
　ＩＭＣＳに基づきアップリンクデータのコーディング変調を実行するように設定され、
或いはＩＭＣＳに基づきダウンリンクデータの復調復号を実行するように設定されるデー
タ処理モジュールと、を含む高次コーディングの変調処理装置。
【請求項２７】
　前記受信モジュールはさらに、前記伝送タイプがダウンリンク伝送であり、前記基地局
は前記予め定義された情報に基づきダウンリンクＭＣＳ表を選択し、且つ前記予め定義さ
れた情報は、
　サブフレームセットに設定した表タイプを含む際に、ＩＭＣＳを受信するように設定さ
れ、前記表タイプは前記Ｍ次変調方式をサポートするＭＣＳ表又はＭ次変調方式をサポー
トしないＭＣＳ表である請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記受信モジュールはさらに、前記伝送タイプがアップリンク伝送であり、前記基地局
は前記予め定義された情報に基づきダウンリンクＭＣＳ表を選択して、且つ前記予め定義
された情報は、
　ダウンリンク伝送である際に設定した、Ｍ次変調方式をサポートするＣＱＩ表、Ｍ次変
調方式をサポートするＭＣＳ表の少なくとも一つを含む表タイプ、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むＤＣＩのＤＣＩフォーマット(ＤＣ
Ｉ format)、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むダウンリンク制御シグナリングに対
応する、共通検索領域、ＵＥ特有検索領域の少なくとも一つを含む検索領域、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むダウンリンク制御シグナリングに対
応する、ＳＰＳセル無線ネットワーク一時的アイデンティティＣ-ＲＮＴＩスクランブリ
ング、Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングの少なくとも一つを含む周期的冗長検査ＣＲＣスク
ランブリング方式、
　アップリンク伝送モード、
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　基地局が設定したアップリンクサブフレームセット、
　予め定義されたアップリンクサブフレームセット、の少なくとも一つを含む際に、ＩＭ

ＣＳを受信するように設定される請求項２６に記載の装置。
【請求項２９】
　請求項２３－２５のいずれか一項に記載の装置を含む基地局。
【請求項３０】
　請求項２６－２８のいずれか一項に記載の装置を含む端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は通信分野に関し、特に高次コーディングの変調処理方法及び装置、基地局、端
末に関する。
【背景技術】
【０００２】
　移動通信システムでは、ワイヤレスフェージングチャンネルの時間的に変化する特徴の
ため、通信過程において多量の不確定性が存在する。一方、システムスループットを向上
させるために、伝送速度が高い高次変調と少ない冗長エラー訂正コードを採用して通信を
行い、このようにワイヤレスフェージングチャンネルの信号対雑音比が比較的理想的であ
る際は、システムスループットを確実に大幅に向上させるが、しかしながらチャンネルが
深くフェージングする際は、通信を信頼性を有して安定的に行うことを保障できない。他
方、通信の信頼性を保障するために、伝送速度が低い低次変調と大きい冗長エラー訂正コ
ードを採用して通信を行い、即ち無線チャンネルが深くフェージングする際に通信を信頼
性を有して安定的に行うことを保障するが、しかしながらチャンネルの信号対雑音が比較
的高い際は、伝送速度が低いため、システムスループットの向上を制約することになり、
リソースの無駄を引き起こす。移動通信技術の発展初期においては、人々がワイヤレスフ
ェージングチャンネルの時間的に変化する特性に対抗することは、せいぜい送信機の送信
電力を増大して、低次の大きい冗長的変調コーディング方法を使用することであり、シス
テムのチャンネルが深くフェージングする際の通信品質を保障するだけで、さらに、シス
テムのスループットを如何に向上させるかについて考える余裕がなかった。技術レベルの
進歩に伴って、チャンネル状態に基づき適応的にその送信電力、変調コーディング方式及
びデータのフレーム長を調整することによってチャンネルの時間変化特性を克服すること
で、最適な通信効果を得る技術が現れ、適応型コーディング変調技術と呼ばれ、最も典型
的なリンク適応型技術に属する。
【０００３】
　長期進化（ＬＴＥ：Long Term Evolution）システムにおいて、ダウンリンクの適応型
コーディング変調技術を実現するために、アップリンクはチャンネル状態情報（ＣＳＩ：
Channel State Information）が含まれる制御シグナリングを伝送する必要がある。ＣＳ
Ｉは、チャンネル品質指示（ＣＱＩ：Channel quality indication）、プリコーディング
行列指示（ＰＭＩ：Pre-coding Matrix Indicator）及びランク指示（ＲＩ：Rank Indica
tor）を含む。ＣＳＩは、ダウンリンク物理チャンネル状態を反映する。基地局は、ＣＳ
Ｉを利用してダウンリンクスケジューリングを行い、データのコーディング変調を行う。
【０００４】
　基地局は、端末が報告したＣＳＩを結合してスケジューリングし、且つダウンリンク変
調コーディング方式（ＭＣＳ：Modulation and Coding Scheme）インデックスとリソース
割り当て情報を確定する。具体的に、Rel-８のＬＴＥプロトコルは物理ダウンリンク共有
チャンネル（ＰＤＳＣＨ：Physical Downlink Shared Channel）に一つの変調及びトラン
スポートブロックサイズ表（Modulation and TBS index table for PDSCH、以下でダウン
リンクＭＣＳ表とも呼ばれる）を定義した。表は合計で３２レベルがあり、基本的に、各
レベルは一つのＭＣＳインデックスに対応して、各ＭＣＳインデックスは本質的に１種の
ＭＣＳに対応する。リソース割り当て情報は、ダウンリンク伝送に占用する必要がある物
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理リソースブロック個数(ＮＰＲＢ:Number Physical Resource Block)を与える。ＬＴＥ
標準は更に一つのトランスポートブロックサイズ（ＴＢＳ：Transport block size）表を
提供する。前記表に応じて、ＭＣＳインデックスとＮＰＲＢを指定した後にＴＢＳを取得
することができる。これらのコーディング変調パラメータ（ＭＣＳ/ＮＰＲＢ/ＴＢＳ）を
有すると、基地局はダウンリンクデータのコーディング変調を行い、ダウンリンク伝送を
行うことができる。
【０００５】
　端末は、ダウンリンク伝送されたデータを受信した後に、データの処理に用いるために
、ダウンリンク伝送されるＭＣＳインデックスとリソース割り当て情報を受信する必要が
ある。基地局は、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ：Downlink Control Information）によ
って、ＭＣＳインデックスとリソース割り当て情報を送信する。基地局は、特定の無線ネ
ットワーク一時的アイデンティティ（ＲＮＴＩ：Radio Network Temporary Identity）を
使用して、ダウンリンク制御情報に対応する周期的冗長検査（ＣＲＣ）ビットをスクラン
ブルする。物理ダウンリンク制御チャンネル（ＰＤＣＣＨ：Physical Downlink Control 
Channel）によって、特定のダウンリンク制御情報フォーマット（ＤＣＩ format）でダウ
ンリンク制御情報を送信する。端末は、共通検索領域（ＣＳＳ：Common Search Space）
とユーザー装置(ＵＥ：User Equipment)特有検索領域（ＵＳＳ：UE-specific Search Spa
ce）をブラインド検索してダウンリンク制御情報を取得する。端末は、ダウンリンク制御
情報を取得した後に、ＴＢＳ表に基づきＴＢＳを取得し、且つ復調及び復号に用いられる
。
【０００６】
　無線ネットワーク一時的アイデンティティは多種があり、半永続スケジューリング（Ｓ
ＰＳ：Semi-persistent Scheduling）、セル無線ネットワーク一時的アイデンティティ（
ＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩ：Semi-persistent Scheduling Cell RNTI）、セル無線ネットワーク
一時的アイデンティティ（Ｃ-ＲＮＴＩ：Cell RNTI）などを含む。ＰＤＳＣＨに関するＤ
ＣＩフォーマットは、ＤＣＩ format １、ＤＣＩ format １Ａ、ＤＣＩ format １Ｂ、Ｄ
ＣＩ format １Ｃ、ＤＣＩ format １Ｄ、ＤＣＩ format ２、ＤＣＩ format ２Ａ、ＤＣ
Ｉ format ２Ｂ、ＤＣＩ format ２Ｃ、ＤＣＩ format ２Ｄなどを含む。
【０００７】
　アップリンクの適応型コーディング変調技術に対して、基地局は、ＵＥアップリンクに
より送信したサウンディング参照信号（ＳＲＳ：Sounding Reference Signal）によって
、アップリンクチャンネルパラメータを取得でき、且つ取得したチャンネルパラメータに
基づいてＵＥのアップリンク伝送にＭＣＳインデックスとリソース割り当て情報を確定す
る。具体的に、Rel-８のＬＴＥプロトコルは、物理アップリンク共有チャンネル（ＰＵＳ
ＣＨ：Physical Uplink Shared Channel）に一つの変調とトランスポートブロックサイズ
表（Modulation and TBS index table for PUSCH、以下でアップリンクＭＣＳ表とも呼ば
れる）を定義する。基地局は、ダウンリンク制御情報によって、ＭＣＳインデックスとリ
ソース割り当て情報を送信する。端末は、これらの情報を利用してアップリンクデータの
コーディング変調を行うことができ、且つ対応するＰＵＳＣＨリソースにアップリンクデ
ータを送信する。ＰＵＳＣＨに関するＤＣＩフォーマットは、ＤＣＩ format ０，ＤＣＩ
 format ３，ＤＣＩ format ３Ａ，ＤＣＩ format ４を含む。なお、ダウンリンクＭＣＳ
表とアップリンクＭＣＳ表とは、ＭＣＳ表と総称されることができる。
【０００８】
　ＬＴＥシステムは、Rel-８/９/１０/１１のいくつかのバージョンを経た後に、また連
続してＲ１２技術を研究する。従来のRel-１１標準において、アップリンクとダウンリン
クとは最も高く６４直交振幅変調(ＱＡＭ： Quadrature Amplitude Modulation)の変調コ
ーディング方式をサポートする。異種ネットワークの発展に伴って、スモールセル（smal
l cell）はより高いデータ伝送速度とより高いシステムスペクトル効率を必要とし、より
高次の変調コーディング方式、例えば２５６ＱＡＭを導入することを求める。従来の標準
は、このような需要を満たすことができない。例えば、従来のＬＴＥ標準の通常のテーブ
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ル、即ちＣＱＩ表/ＭＣＳ表/ＴＢＳ表は、最も高く６４ＱＡＭの変調コーディング方式及
び約５.５５４７bit/s/Hzのスペクトル効率をサポートする。
【０００９】
　上記ＬＴＥシステムの例で表すように、通常のテーブル（即ち従来のＣＱＩ表、ＭＣＳ
表、ＴＢＳ表）は、より高次の変調方式をサポートすることができない。従来の通信シス
テムに、例えば、２５６ＱＡＭ、１０２４ＱＡＭといった高次変調方式を導入した後は、
高次変調方式をサポートする拡張テーブル（新しいＣＱＩ表、ＭＣＳ表、ＴＢＳ表）を設
計する必要がある。
【００１０】
　現在、通信システムの通常のテーブルは、より高次の変調方式をサポートすることがで
きなく、具体的な高次変調方式拡張テーブルと通常のテーブルの設定使用問題を解決しな
い。このため、現在、通信システムは、より高次の変調方式をサポートできない。チャン
ネル条件がよく、より高次の変調方式を応用するシーン、例えばスモールセル（Small Ce
ll）シーンにおいて、データ伝送ピーク速度及びシステムスペクトル効率の向上を制限し
てしまう。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　関連技術における通常のテーブルでは、より高次の変調方式をサポートできないという
技術的課題について、本発明は、高次コーディングの変調処理方法及び装置、基地局、端
末を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記目的を達成するために、本発明の一実施例によれば、高次コーディングの変調処理
方法を提供し、
　基地局は伝送タイプと予め定義された情報に基づき変調とコーディングポリシーのＭＣ
Ｓ表を選択し、前記ＭＣＳ表はＭ次変調方式をサポートするＭＣＳ表、及びＭ次変調方式
をサポートしないＭＣＳ表を含み、Ｍ＞６４であるステップと、
　前記基地局は端末にダウンリンク制御シグナリングを送信し、前記ダウンリンク制御シ
グナリングは変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含み、前記ＩＭＣＳは基地局
により選択したＭ次変調方式をサポートする又はサポートしないＭＣＳ表に基づくもので
あるステップと、を含む。
【００１３】
　好ましくは、基地局が伝送タイプと予め定義された情報に基づき変調とコーディングポ
リシーのＭＣＳ表を選択することは、
　前記伝送タイプがダウンリンク伝送である際に、前記基地局は前記予め定義された情報
に基づきダウンリンクＭＣＳ表を選択することを含み、前記予め定義された情報はサブフ
レームセットに設定した表タイプを含み、前記表タイプは前記Ｍ次変調方式をサポートす
るチャンネル品質指示(ＣＱＩ)表又はＭ次変調方式をサポートしないＣＱＩ表である。
【００１４】
　好ましくは、前記サブフレームセットは前記基地局が設定したサブフレームセット０及
び/又はサブフレームセット１を含む。
【００１５】
　好ましくは、前記基地局がサブフレームセットに設定した表タイプに基づきダウンリン
クＭＣＳ表を選択する際に、前記方法は、
　サブフレームセット０又は/及びサブフレームセット１にＭ次変調方式をサポートする
チャンネル品質指示ＣＱＩ表を設定する際に、ダウンリンクサブフレームはＭ次変調方式
をサポートするＭＣＳ表を使用すること、
　サブフレームセットｉにＭ次変調方式をサポートするＣＱＩ表を設定して、サブフレー
ムセットｉはＭ次変調方式をサポートするＭＣＳ表を使用すること、サブフレームセット
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ｉにＭ次変調方式をサポートしないＣＱＩ表を設定して、サブフレームセットｉはＭ次変
調方式をサポートしないＭＣＳ表を使用することの少なくとも一つを更に含み、
　ｉ＝０，１であること、サブフレームセット０とサブフレームセット１を除いたサブフ
レームに対して、
　専有の高レベルのシグナリングによってＭ次変調方式をサポートする又はサポートしな
いＭＣＳ表を設定すること、
　Ｍ次変調方式をサポートしないＭＣＳ表を使用するように予め定義されたこと、の少な
くとも一つを含むこと、
　サブフレームセット０とサブフレームセット１の少なくとも一つにＭ次変調方式をサポ
ートするＣＱＩ表を設定する際に、Ｍ次変調方式をサポートするＭＣＳ表を使用すること
、の少なくとも一つを更に含む。
【００１６】
　好ましくは、基地局が伝送タイプと予め定義された情報に基づき変調とコーディングポ
リシーのＭＣＳ表を選択することは、
　前記伝送タイプがアップリンク伝送である際に、前記基地局は予め定義された情報に基
づきアップリンクＭＣＳ表を選択することを含み、前記予め定義された情報は、
　ダウンリンク伝送である際に設定した、Ｍ次変調方式をサポートするＣＱＩ表、Ｍ次変
調方式をサポートするＭＣＳ表の少なくとも一つを含む表タイプ、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むＤＣＩフォーマット(ＤＣＩ format
)、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むダウンリンク制御シグナリングに対
応する、共通検索領域、ＵＥ特有検索領域の少なくとも一つを含む検索領域、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むダウンリンク制御シグナリングに対
応する、半永続スケジューリングセル無線ネットワーク一時的アイデンティティＳＰＳ 
Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリング、セル無線ネットワーク一時的アイデンティティＣ-ＲＮＴ
Ｉスクランブリングの少なくとも一つを含む周期的冗長検査ＣＲＣスクランブリング方式
、
　アップリンク伝送モード、
　基地局に設定したアップリンクサブフレームセット、
　予め定義されたアップリンクサブフレームセット、の少なくとも一つを含む。
【００１７】
　好ましくは、前記ＤＣＩ formatは、ＤＣＩ format ０，ＤＣＩ format ４の少なくと
も一つを含む。
【００１８】
　好ましくは、前記基地局が、ダウンリンク伝送である際に設定した表タイプに基づきア
ップリンクＭＣＳ表を選択する際に、前記方法は、
　ダウンリンク伝送にＭ次変調方式をサポートするＣＱＩ表及び/又はＭ次変調方式をサ
ポートするＭＣＳ表を設定する際に、特定のシーンのアップリンク伝送にＭ次変調方式を
サポートするアップリンクＭＣＳ表を設定すること、
　ダウンリンク伝送にＭ次変調方式をサポートするＣＱＩ表及び/又はＭ次変調方式をサ
ポートするＭＣＳ表を設定し、且つ特定のシーンのアップリンク伝送は物理アップリンク
共有チャンネルＰＵＳＣＨにチャンネル状態情報ＣＳＩを送信する際に、該アップリンク
伝送にＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ表を設定すること、
　基地局が送信した設定シグナリングによって前記アップリンク伝送にＭ次変調方式をサ
ポートする又はサポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、の少なくとも一つ
を更に含む。
【００１９】
　好ましくは、前記特定のシーンは時分割複信ＴＤＤ伝送を含む。
【００２０】
　好ましくは、前記基地局が、ＤＣＩフォーマット(ＤＣＩ format)、ダウンリンク制御
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シグナリングに対応する検索領域、ダウンリンク制御シグナリングに対応するＣＲＣスク
ランブリング方式、アップリンク伝送モードの少なくとも一つに基づきアップリンクＭＣ
Ｓ表を選択する際に、前記方法は、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード１を設定し、或いはＤＣＩ formatをＤＣ
Ｉ format ０のみとして設定する際に、ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領
域が共通検索領域であると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭ
ＣＳ表を選択すること、ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領域がＵＥ特有検
索領域であると、基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択する
こと、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード１を設定し、或いはＤＣＩ formatをＤＣ
Ｉ format ０のみとして設定する際に、ダウンリンク制御シグナリングに対応するＣＲＣ
スクランブリング方式がＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングであると、前記基地局はＭ
次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、ダウンリンク制御シ
グナリングに対応するＣＲＣスクランブリング方式がＣ-ＲＮＴＩスクランブリングであ
ると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択すること、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード１を設定し、或いはＤＣＩ formatをＤＣ
Ｉ format ０のみとして設定する際に、ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領
域が共通検索領域であると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭ
ＣＳ表を選択すること、ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領域がＵＥ特有検
索領域で且つＣＲＣスクランブリング方式がＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングである
と、基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、ダウ
ンリンク制御シグナリングに対応する検索領域がＵＥ特有検索領域で且つＣＲＣスクラン
ブリング方式がＣ-ＲＮＴＩスクランブリングであると、基地局はＭ次変調方式をサポー
トするアップリンクＭＣＳ表を選択すること、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード２を設定し、或いはＤＣＩ format ０とＤ
ＣＩ format ４の２種のＤＣＩ formatを設定する際に、前記基地局はＤＣＩ format ０
によってダウンリンク制御シグナリングを送信して、且つ前記ダウンリンク制御シグナリ
ングに対応する検索領域が共通検索領域であると、前記基地局はＭ次変調方式をサポート
しないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ０によってダ
ウンリンク制御シグナリングを送信して、且つダウンリンク制御シグナリングに対応する
検索領域がＵＥ特有検索領域であると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップ
リンクＭＣＳ表を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ４によってダウンリンク制
御シグナリングを送信すると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭ
ＣＳ表を選択すること、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード２を設定し、或いはＤＣＩ format ０とＤ
ＣＩ format ４の２種のＤＣＩ formatを設定する際に、前記基地局はＤＣＩ format ０
によってダウンリンク制御シグナリングを送信して、且つダウンリンク制御シグナリング
に対応するＣＲＣスクランブリング方式がＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングであると
、前記基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、前
記基地局はＤＣＩ format ０によってダウンリンク制御シグナリングを送信して、且つダ
ウンリンク制御シグナリングに対応するＣＲＣスクランブリング方式がＣ-ＲＮＴＩスク
ランブリングであると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表
を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ４によってダウンリンク制御シグナリング
を送信すると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択す
ること、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード２を設定し、或いはＤＣＩ format ０とＤ
ＣＩ format ４の２種のＤＣＩ formatを設定する際に、前記基地局はＤＣＩ format ０
によってダウンリンク制御シグナリングを送信して、且つダウンリンク制御シグナリング
に対応する検索領域が共通検索領域であると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートしな
いアップリンクＭＣＳ表を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ０によってダウン
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リンク制御シグナリングを送信して、且つダウンリンク制御シグナリングに対応する検索
領域がＵＥ特有検索領域であり、ＣＲＣスクランブリング方式がＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩスク
ランブリングであると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ
表を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ０によってダウンリンク制御シグナリン
グを送信して、且つダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領域がＵＥ特有検索領
域であり、ＣＲＣスクランブリング方式がＣ-ＲＮＴＩスクランブリングであると、前記
基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択すること、基地局はＤ
ＣＩ format ４によってダウンリンク制御シグナリングを送信すると、基地局はＭ次変調
方式をサポートするアップリンク表を選択すること、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード２を設定して、或いはＤＣＩ format ０と
ＤＣＩ format ４の２種のＤＣＩ formatを設定する際に、前記基地局はＤＣＩ format 
０によってダウンリンク制御シグナリングを送信すると、前記基地局はＭ次変調方式をサ
ポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ４によ
ってダウンリンク制御シグナリングを送信すると、前記基地局はＭ次変調方式をサポート
するアップリンクＭＣＳ表を選択すること、の少なくとも一つを更に含む。
【００２１】
　好ましくは、前記基地局が、前記基地局が設定した或いは予め定義されたアップリンク
サブフレームセットに基づきアップリンクＭＣＳ表を選択する際に、前記方法は、
　サブフレームセット２とサブフレームセット３に対して、前記基地局はそれぞれＭ次変
調方式をサポートする又はサポートしないアップリンクＭＣＳ表を設定して、前記サブフ
レームセット２と３は基地局が設定したアップリンクサブフレームセット、或いは予め定
義されたサブフレームセットであること、
　基地局はサブフレームセット２だけにＭ次変調方式をサポートする又はサポートしない
アップリンクＭＣＳ表を設定して、サブフレームセット３はＭ次変調方式をサポートしな
いアップリンクＭＣＳ表を使用すること、
　基地局はサブフレームセット３だけにＭ次変調方式をサポートする又はサポートしない
アップリンクＭＣＳ表を設定して、サブフレームセット２はＭ次変調方式をサポートしな
いアップリンクＭＣＳ表を使用すること、の少なくとも一つを更に含む。
【００２２】
　好ましくは、基地局は伝送タイプと予め定義された情報に基づきＭ次変調方式をサポー
トする変調とコーディングポリシーのＭＣＳ表を選択した後に、基地局は端末に前記基地
局が端末に送信した前記ダウンリンク制御シグナリングを送信し、前記ダウンリンク制御
シグナリングは伝送電力制御指令ＴＰＣ commandドメインを含み、前記ＴＰＣ commandド
メインは、以下の特徴の一つを少なくとも含み、その特徴は、
　前記ダウンリンク制御シグナリングはＤＣＩ format ３Ａによって送信される際に、前
記ＴＰＣ commandドメインはＮ１ビットで示され、Ｎ１は１以上の正の整数であり、且つ
ＴＰＣ commandドメインに対応するＴＰＣ command数値は－１と１を除いた整数を含む特
徴、
　前記ダウンリンク制御シグナリングはＤＣＩ format ３Ａを除いたＤＣＩ formatによ
って送信される際に、前記ＴＰＣ commandドメインはＮ２ビットで示され、Ｎ２は２以上
の正の整数であり、且つＴＰＣ commandドメインに対応するＴＰＣ command数値は－１，
０，１，３を除いた整数を含む特徴、である。
【００２３】
　上記の目的を達成するために、本発明の他の実施例によれば、高次コーディングの変調
処理方法を更に提供し、
　端末は基地局が送信したダウンリンク制御シグナリングを受信し、前記ダウンリンク制
御シグナリングは変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含み、前記ＩＭＣＳは、
基地局が伝送タイプと予め定義された情報に基づき選択したＭＣＳ表に基づくものであり
、前記ＭＣＳ表は、Ｍ次変調方式をサポートするＭＣＳ表、及びＭ次変調方式をサポート
しないＭＣＳ表を含み、Ｍ＞６４であるステップと、
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　前記端末はＩＭＣＳに基づきアップリンクデータのコーディング変調を実行し、或いは
ダウンリンクデータの復調及び復号を実行するステップと、を含む。
【００２４】
　好ましくは、前記伝送タイプがダウンリンク伝送である際に、前記基地局は前記予め定
義された情報に基づきダウンリンクＭＣＳ表を選択し、前記予め定義された情報は、
　サブフレームセットに設定した表タイプを含み、前記表タイプは前記Ｍ次変調方式をサ
ポートするチャンネル品質指示ＣＱＩ表又はＭ次変調方式をサポートしないＣＱＩ表であ
る。
【００２５】
　好ましくは、前記サブフレームセットは前記基地局が設定したサブフレームセット０及
び/又はサブフレームセット１を含む。
【００２６】
　好ましくは、前記伝送タイプがダウンリンク伝送であり、且つ前記基地局が選択したＭ
ＣＳ表がダウンリンクＭＣＳ表である際に、前記方法は、
　サブフレームセット０又は/及びサブフレームセット１にＭ次変調方式をサポートする
ＣＱＩ表を設定する際に、ダウンリンクサブフレームはＭ次変調方式をサポートするＭＣ
Ｓ表を使用すること、
　サブフレームセットｉにＭ次変調方式をサポートするＣＱＩ表を設定する際に、サブフ
レームセットｉはＭ次変調方式をサポートするＭＣＳ表を使用すること、サブフレームセ
ットｉにＭ次変調方式をサポートしないＣＱＩ表を設定する際に、サブフレームセットｉ
はＭ次変調方式をサポートしないＭＣＳ表を使用すること、ｉ＝０，１であり、サブフレ
ームセット０とサブフレームセット１を除いたサブフレームに対して、
　専有の高レベルのシグナリングによってＭ次変調方式をサポートする又はサポートしな
いＭＣＳ表を設定すること、
　Ｍ次変調方式をサポートしないＭＣＳ表を使用するように予め定義されたこと、の少な
くとも一つを含むこと、
　サブフレームセット０とサブフレームセット１の少なくとも一つにＭ次変調方式をサポ
ートするＣＱＩ表を設定する際に、Ｍ次変調方式をサポートするＭＣＳ表を使用すること
、の少なくとも一つを更に含む。
【００２７】
　好ましくは、前記伝送タイプがアップリンク伝送である際に、前記基地局は前記予め定
義された情報に基づきアップリンクＭＣＳ表を選択し、前記予め定義された情報は、
　ダウンリンク伝送である際に設定した、Ｍ次変調方式をサポートするＣＱＩ表、Ｍ次変
調方式をサポートするＭＣＳ表の少なくとも一つを含む表タイプ、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むＤＣＩフォーマット(ＤＣＩ format
)、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むダウンリンク制御シグナリングに対
応する、共通検索領域、ＵＥ特有検索領域の少なくとも一つを含む検索領域、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むダウンリンク制御シグナリングに対
応する、ＳＰＳセル無線ネットワーク一時的アイデンティティＣ-ＲＮＴＩスクランブリ
ング、Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングの少なくとも一つを含む周期的冗長検査ＣＲＣスク
ランブリング方式、
　アップリンク伝送モード、
　基地局が設定したアップリンクサブフレームセット、
　予め定義されたアップリンクサブフレームセット、の少なくとも一つを含む。
【００２８】
　好ましくは、前記ＤＣＩ formatは、ＤＣＩ format ０，ＤＣＩ format ４の少なくと
も一つを含む。
【００２９】
　好ましくは、前記基地局はダウンリンク伝送である際に設定した表タイプに基づきアッ
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プリンクＭＣＳ表を選択する際に、前記方法は、
　ダウンリンク伝送にＭ次変調方式をサポートするＣＱＩ表及び/又はＭ次変調方式をサ
ポートするＭＣＳ表を設定する際に、特定のシーンのアップリンク伝送にＭ次変調方式を
サポートするアップリンクＭＣＳ表を設定すること、
　ダウンリンク伝送にＭ次変調方式をサポートするＣＱＩ表及び/又はＭ次変調方式をサ
ポートするＭＣＳ表を設定し、且つ特定のシーンのアップリンク伝送は物理アップリンク
共有チャンネルＰＵＳＣＨにチャンネル状態情報ＣＳＩを送信する際に、該アップリンク
伝送にＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ表を設定すること、
　基地局が送信した設定シグナリングによって前記アップリンク伝送にＭ次変調方式をサ
ポートする又はサポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、の少なくとも一つ
を更に含む。
【００３０】
　好ましくは、前記特定のシーンは時分割複信ＴＤＤ伝送を含む。
【００３１】
　好ましくは、前記基地局はＤＣＩフォーマット(ＤＣＩ format)、ダウンリンク制御シ
グナリングに対応する検索領域、ダウンリンク制御シグナリングに対応するＣＲＣスクラ
ンブリング方式、アップリンク伝送モードの少なくとも一つに基づきアップリンクＭＣＳ
表を選択する際に、前記方法は、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード１を設定し、或いはＤＣＩ formatをＤＣ
Ｉ format ０のみとして設定する際に、ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領
域が共通検索領域であると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭ
ＣＳ表を選択すること、ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領域がＵＥ特有検
索領域であると、基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択する
こと、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード１を設定し、或いはＤＣＩ formatをＤＣ
Ｉ format ０のみとして設定する際に、ダウンリンク制御シグナリングに対応するＣＲＣ
スクランブリング方式がＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングであると、前記基地局はＭ
次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、ダウンリンク制御シ
グナリングに対応するＣＲＣスクランブリング方式がＣ-ＲＮＴＩスクランブリングであ
ると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択すること、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード１を設定し、或いはＤＣＩ formatをＤＣ
Ｉ format ０のみとして設定する際に、ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領
域が共通検索領域であると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭ
ＣＳ表を選択すること、ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領域がＵＥ特有検
索領域で且つＣＲＣスクランブリング方式がＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングである
と、基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、ダウ
ンリンク制御シグナリングに対応する検索領域がＵＥ特有検索領域で且つＣＲＣスクラン
ブリング方式がＣ-ＲＮＴＩスクランブリングであると、基地局はＭ次変調方式をサポー
トするアップリンクＭＣＳ表を選択すること、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード２を設定し、或いはＤＣＩ format ０とＤ
ＣＩ format ４の２種のＤＣＩ formatを設定する際に、前記基地局はＤＣＩ format ０
によってダウンリンク制御シグナリングを送信して、且つ前記ダウンリンク制御シグナリ
ングに対応する検索領域が共通検索領域であると、前記基地局はＭ次変調方式をサポート
しないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ０によってダ
ウンリンク制御シグナリングを送信して、且つダウンリンク制御シグナリングに対応する
検索領域がＵＥ特有検索領域であると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップ
リンクＭＣＳ表を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ４によってダウンリンク制
御シグナリングを送信すると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭ
ＣＳ表を選択すること、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード２を設定し、或いはＤＣＩ format ０とＤ
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ＣＩ format ４の２種のＤＣＩ formatを設定する際に、前記基地局はＤＣＩ format ０
によってダウンリンク制御シグナリングを送信して、且つダウンリンク制御シグナリング
に対応するＣＲＣスクランブリング方式がＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングであると
、前記基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、前
記基地局はＤＣＩ format ０によってダウンリンク制御シグナリングを送信して、且つダ
ウンリンク制御シグナリングに対応するＣＲＣスクランブリング方式がＣ-ＲＮＴＩスク
ランブリングであると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表
を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ４によってダウンリンク制御シグナリング
を送信すると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択す
ること、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード２を設定し、或いはＤＣＩ format ０とＤ
ＣＩ format ４の２種のＤＣＩ formatを設定する際に、前記基地局はＤＣＩ format ０
によってダウンリンク制御シグナリングを送信して、且つダウンリンク制御シグナリング
に対応する検索領域が共通検索領域であると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートしな
いアップリンクＭＣＳ表を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ０によってダウン
リンク制御シグナリングを送信して、且つダウンリンク制御シグナリングに対応する検索
領域がＵＥ特有検索領域であり、ＣＲＣスクランブリング方式がＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩスク
ランブリングであると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ
表を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ０によってダウンリンク制御シグナリン
グを送信して、且つダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領域がＵＥ特有検索領
域であり、ＣＲＣスクランブリング方式がＣ-ＲＮＴＩスクランブリングであると、前記
基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択すること、基地局はＤ
ＣＩ format ４によってダウンリンク制御シグナリングを送信すると、基地局はＭ次変調
方式をサポートするアップリンク表を選択すること、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード２を設定して、或いはＤＣＩ format ０と
ＤＣＩ format ４の２種のＤＣＩ formatを設定する際に、前記基地局はＤＣＩ format 
０によってダウンリンク制御シグナリングを送信すると、前記基地局はＭ次変調方式をサ
ポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ４によ
ってダウンリンク制御シグナリングを送信すると、前記基地局はＭ次変調方式をサポート
するアップリンクＭＣＳ表を選択すること、の少なくとも一つを更に含む。
【００３２】
　好ましくは、前記基地局は設定した或いは予め定義されたアップリンクサブフレームセ
ットに基づきアップリンクＭＣＳ表を選択する際に、前記方法は、
　サブフレームセット２とサブフレームセット３に対して、前記基地局はそれぞれＭ次変
調方式をサポートする又はサポートしないアップリンクＭＣＳ表を設定して、前記サブフ
レームセット２と３は基地局が設定したアップリンクサブフレームセット、或いは予め定
義されたサブフレームセットであること、
　基地局はサブフレームセット２だけにＭ次変調方式をサポートする又はサポートしない
アップリンクＭＣＳ表を設定して、サブフレームセット３はＭ次変調方式をサポートしな
いアップリンクＭＣＳ表を使用すること、
　基地局はサブフレームセット３だけにＭ次変調方式をサポートする又はサポートしない
アップリンクＭＣＳ表を設定して、サブフレームセット２はＭ次変調方式をサポートしな
いアップリンクＭＣＳ表を使用すること、の少なくとも一つを更に含む。
【００３３】
　好ましくは、基地局はＭ次変調方式をサポートするＭＣＳ表を選択する際に、端末は基
地局が送信したダウンリンク制御シグナリングを受信し、前記ダウンリンク制御シグナリ
ングは伝送電力制御指令ＴＰＣ commandドメインを少なくとも含み、前記ＴＰＣ command
ドメインは、少なくとも以下の特徴の一つを含み、その特徴は、
　前記ダウンリンク制御シグナリングはＤＣＩ format ３Ａによって送信される際に、前
記ＴＰＣ commandドメインはＮ１ビットで示され、Ｎ１は１以上の正の整数であり、且つ
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ＴＰＣ commandドメインに対応するＴＰＣ command数値は－１と１を除いた整数を含む特
徴、
　前記ダウンリンク制御シグナリングはＤＣＩ format ３Ａを除いたＤＣＩ formatによ
って送信される際に、前記ＴＰＣ commandドメインはＮ２ビットで示され、Ｎ２は２以上
の正の整数であり、且つＴＰＣ commandドメインに対応するＴＰＣ command数値は－１，
０，１，３を除いた整数を含む特徴、である。
【００３４】
　上記の目的を達成するために、本発明のさらに別の実施例によれば、高次コーディング
の変調処理装置を更に提供し、
　伝送タイプと予め定義された情報に基づき変調とコーディングポリシーのＭＣＳ表を選
択するように設定され、前記ＭＣＳ表はＭ次変調方式をサポートするＭＣＳ表、及びＭ次
変調方式をサポートしないＭＣＳ表を含み、Ｍ＞６４である選択モジュールと、
　端末にダウンリンク制御シグナリングを送信するように設定され、前記ダウンリンク制
御シグナリングは変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳの少なくとも一つを含み、
前記ＩＭＣＳは基地局により選択したＭ次変調方式をサポートする又はサポートしないＭ
ＣＳ表に基づくものである送信モジュールと、を含む。
【００３５】
　好ましくは、前記選択モジュールはさらに、前記伝送タイプがダウンリン・BR>N伝送で
ある際に、前記予め定義された情報に基づきダウンリンクＭＣＳ表を選択するように設定
され、前記予め定義された情報はサブフレームセットに設定した表タイプを含み、前記表
タイプは前記Ｍ次変調方式をサポートするＭＣＳ表又はＭ次変調方式をサポートしないＭ
ＣＳ表である。
【００３６】
　好ましくは、前記選択モジュールは、前記伝送タイプがアップリンク伝送である際に、
予め定義された情報に基づきアップリンクＭＣＳ表を選択するように設定され、前記予め
定義された情報は、
　ダウンリンク伝送である際に設定した、Ｍ次変調方式をサポートするＣＱＩ表、Ｍ次変
調方式をサポートするＭＣＳ表の少なくとも一つを含む表タイプ、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むＤＣＩフォーマット(ＤＣＩ format
)、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むダウンリンク制御シグナリングに対
応する、共通検索領域、ＵＥ特有検索領域の少なくとも一つを含む検索領域、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むダウンリンク制御シグナリングに対
応する、ＳＰＳセル無線ネットワーク一時的アイデンティティＣ-ＲＮＴＩスクランブリ
ング、Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングの少なくとも一つを含む周期的冗長検査ＣＲＣスク
ランブリング方式、
　アップリンク伝送モード、
　基地局が設定したアップリンクサブフレームセット、
　予め定義されたアップリンクサブフレームセット、の少なくとも一つを含む。
【００３７】
　上記の目的を達成するために、本発明の他の実施例によれば、高次コーディングの変調
処理装置を更に提供し、
　基地局が送信したダウンリンク制御シグナリングを受信するように設定され、前記ダウ
ンリンク制御シグナリングは変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳの少なくとも一
つを含み、前記ＩＭＣＳは基地局が伝送タイプと予め定義された情報に基づき選択したＭ
ＣＳ表に基づくものであり、前記ＭＣＳ表はＭ次変調方式をサポートするＭＣＳ表、及び
Ｍ次変調方式をサポートしないＭＣＳ表を含み、Ｍ＞６４である受信モジュールと、
　ＩＭＣＳに基づきアップリンクデータのコーディング変調を実行するように設定され、
或いはＩＭＣＳに基づきダウンリンクデータの復調及び復号を実行するように設定される
データ処理モジュールと、を含む。
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【００３８】
　好ましくは、前記受信モジュールは、前記伝送タイプがダウンリンク伝送であり、前記
基地局は前記予め定義された情報に基づきダウンリンクＭＣＳ表を選択し、且つ前記予め
定義された情報は、
　サブフレームセットに設定した表タイプの情報を含む際に、ＩＭＣＳを受信するように
設定され、前記表タイプは前記Ｍ次変調方式をサポートするＭＣＳ表又はＭ次変調方式を
サポートしないＭＣＳ表である。
【００３９】
　好ましくは、前記受信モジュールは、前記伝送タイプがアップリンク伝送であり、前記
基地局は前記予め定義された情報に基づきダウンリンクＭＣＳ表を選択して、且つ前記予
め定義された情報は、
　ダウンリンク伝送である際に設定した、Ｍ次変調方式をサポートするＣＱＩ表、Ｍ次変
調方式をサポートするＭＣＳ表の少なくとも一つを含む表タイプ、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むＤＣＩフォーマット(ＤＣＩ format
)、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むダウンリンク制御シグナリングに対
応する、共通検索領域、ＵＥ特有検索領域の少なくとも一つを含含む検索領域、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むダウンリンク制御シグナリングに対
応する、ＳＰＳセル無線ネットワーク一時的アイデンティティＣ-ＲＮＴＩスクランブリ
ング、Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングの少なくとも一つを含む周期的冗長検査ＣＲＣスク
ランブリング方式、
　アップリンク伝送モード、
　基地局が設定したアップリンクサブフレームセット、
　予め定義されたアップリンクサブフレームセット、の少なくとも一つを含む際に、ＩＭ

ＣＳを受信するように設定される。
【００４０】
　上記の目的を達成するために、本発明のさらに別の実施例によれば、基地局を更に提供
し、以上のような前記選択モジュールと前記送信モジュールを含む高次コーディングの変
調処理装置を含む。
【００４１】
　上記の目的を達成するために、本発明のさらに別の実施例によれば、端末を更に提供し
、以上のような前記受信モジュールと前記データ処理モジュールを含む高次コーディング
の変調処理装置を含む。
【発明の効果】
【００４２】
　本発明によって、基地局は伝送タイプと予め定義された情報に基づきＭＣＳ表を選択し
て基地局が選択したＭＣＳ表に基づくＩＭＣＳを送信する技術的解決手段を採用し、関連
技術において、通常のテーブルはより高次の変調方式をサポートできない技術問題を解決
することで、基地局と端末がより高次の変調方式に基づく伝送を実現する。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
　ここで説明する図面は、本発明を更に理解するためのものであり、本出願の一部となり
、本発明の例示的実施例及びその説明は本発明を解釈するものであり、本発明を不適切に
限定することがない。図面は、次の図面である。
【図１】本発明の実施例による高次コーディングの変調処理方法を示すフローチャートで
ある。
【図２】本発明の実施例による高次コーディングの変調処理装置を示す構造ブロック図で
ある。
【図３】本発明の実施例による他の高次コーディングの変調処理方法を示すフローチャー
トである。
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【図４】本発明の実施例による他の高次コーディングの変調処理装置を示す構造ブロック
図である。
【発明を実施するための形態】
【００４４】
　以下、図面を参照し実施例と結び付けながら本発明について詳細に説明する。なお、矛
盾が生じない場合には、本出願における実施例及び実施例における特徴を互いに組み合わ
せることができる。
【００４５】
　図１は、本発明の実施例による高次コーディングの変調処理方法を示すフローチャート
である。図１に示すように、該方法は、以下のステップを含む。
　ステップＳ１０２： 基地局は伝送タイプと予め定義された情報に基づきＭＣＳ表を選
択し、その中、ＭＣＳ表はＭ次変調方式をサポートするＭＣＳ表、及びＭ次変調方式をサ
ポートしないＭＣＳ表を含み、Ｍ＞６４である。
　ステップＳ１０４： 基地局は端末にダウンリンク制御シグナリングを送信し、該ダウ
ンリンク制御シグナリングは変調とコーディング方式のドメイン（インデックスフィール
ド）ＩＭＣＳを含み、その中、ＩＭＣＳは基地局が選択したＭ次変調方式をサポートする
又はサポートしないＭＣＳ表に基づくものである。
　上記各処理ステップによって、基地局は伝送タイプと予め定義された情報に基づきＭＣ
Ｓ表を選択し（該Ｍ次変調方式をサポートするＭＣＳ表、及びＭ次変調方式をサポートし
ないＭＣＳ表、Ｍ＞６４）、且つ変調とコーディング方式のドメインを送信するため、通
常のテーブルがより高次の変調方式をサポートすることができないという技術的課題を解
決することができ、更には基地局と端末はより高次の変調方式に基づく伝送を実現する。
【００４６】
　ＩＭＣＳの送信方式は多種であり、例えばダウンリンク制御シグナリングによって送信
でき、即ちダウンリンク制御シグナリングによってＩＭＣＳは携持される。
【００４７】
　本実施例において、Ｍが取る値は、１２８，２５６，５１２，１０２４等であってもよ
く、好ましくは、Ｍの取る値は、２５６である。
【００４８】
　本実施例において、上記伝送タイプがダウンリンク伝送である際に、上記基地局は上記
予め定義された情報に基づきダウンリンクＭＣＳ表を選択し、その中、上記予め定義され
た情報はサブフレームセットに設定した表タイプを含み、上記表タイプは上記Ｍ次変調方
式をサポートするＣＱＩ表又はＭ次変調方式をサポートしないＣＱＩ表である。サブフレ
ームセットは、上記基地局が設定したサブフレームセット０及び/又はサブフレームセッ
ト１を含む。好ましくは、サブフレームセット０は高レベル（高階層）が設定したＣＳＩ
測定用のサブフレームセットＣＣＳＩ,０であり, サブフレームセット１は高レベルが設
定したＣＳＩ測定用のサブフレームセットＣＣＳＩ,１であり、或いは、サブフレームセ
ット０は高レベルが設定したＣＳＩ測定用のサブフレームセットＣＣＳＩ,１であり、サ
ブフレームセット１は高レベルが設定したＣＳＩ測定用のサブフレームセットＣＣＳＩ,

０である。
　基地局はサブフレームセットに設定した表タイプに基づきダウンリンクＭＣＳ表を選択
する際に、以下の少なくとも一つを含む。
　サブフレームセット０（subframe set 0）又は/及びサブフレームセット１（subframe 
set 1）にＭ次変調方式をサポートするチャンネル品質指示ＣＱＩ表を設定する際に、ダ
ウンリンクサブフレームはＭ次変調方式をサポートするＭＣＳ表を使用する。好ましくは
、ダウンリンクサブフレームは予め定義されたようにＭ次変調方式をサポートするＭＣＳ
表を使用でき、その中、「予め定義されたように使用する」とは、高レベルのシグナリン
グにより設定をしないことである。特に説明する必要があることは、ダウンリンクサブフ
レームは予め定義されたようにＭ次変調方式をサポートするＭＣＳ表を使用して、前記ダ
ウンリンクサブフレームに変調とコーディング方式のドメインを含むダウンリンク制御シ



(22) JP 2017-520964 A 2017.7.27

10

20

30

40

50

グナリングは、Ｍ次変調方式をサポートする必要があり、且つ前記ダウンリンク制御シグ
ナリングのＣＲＣスクランブリング方式は、Ｍ次変調方式をサポートする必要がある。
【００４９】
　サブフレームセットｉにＭ次変調方式をサポートするＣＱＩ表を設定する際に、サブフ
レームセットｉはＭ次変調方式をサポートするＭＣＳ表を使用し、サブフレームセットｉ
にＭ次変調方式をサポートしないＣＱＩ表を設定する際に、サブフレームセットｉはＭ次
変調方式をサポートしないＭＣＳ表を使用し、その中、ｉ＝０，１であること、サブフレ
ームセット０とサブフレームセット１を除いたサブフレームに対して、
　専有の高レベルのシグナリングによってＭ次変調方式をサポートする又はサポートしな
いＭＣＳ表を設定すること、
　予め定義されたようにＭ次変調方式をサポートしないＭＣＳ表を使用すること、の少な
くとも一つを含むこと、
　サブフレームセット０とサブフレームセット１の少なくとも一つにＭ次変調方式をサポ
ートするチャンネル品質指示ＣＱＩ表を設定する際に、Ｍ次変調方式をサポートするＭＣ
Ｓ表を使用すること、の少なくとも一つを更に含む。
【００５０】
　本実施例において、上記伝送タイプがアップリンク伝送である際に、上記基地局は予め
定義された情報に基づきアップリンクＭＣＳ表を選択し、上記予め定義された情報は、以
下の少なくとも一つを含む。
　・ダウンリンク伝送である際に設定した表タイプ。上記表タイプは、Ｍ次変調方式をサ
ポートするＣＱＩ表、Ｍ次変調方式をサポートするＭＣＳ表の少なくとも一つを含む。
　・ＤＣＩフォーマット(ＤＣＩ format)。ＤＣＩに変調とコーディング方式のドメイン
ＩＭＣＳを含む。
　・ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領域。上記検索領域は、共通検索領域
、ＵＥ特有検索領域の少なくとも一つを含み、その中、ＤＣＩに変調とコーディング方式
のドメインＩＭＣＳを含む。
　・ダウンリンク制御シグナリングに対応する周期的冗長検査(ＣＲＣ：Cyclic Redundan
cy Check)スクランブリング方式。上記ＣＲＣスクランブリング方式は、ＳＰＳ Ｃ-ＲＮ
ＴＩスクランブリング、Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングの少なくとも一つを含み、その中
、ＤＣＩに変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含む。
・アップリンク伝送モード。
・基地局が設定したアップリンクサブフレームセット。好ましくは、該サブフレームセッ
トは上記サブフレームセット０又はサブフレームセット１を含んでもよい。
・予め定義されたアップリンクサブフレームセット。
【００５１】
　上記ＤＣＩ formatはＤＣＩ format ０，ＤＣＩ format ４の少なくとも一つを含む。
【００５２】
　上記基地局がダウンリンク伝送である際に設定した表タイプに基づきアップリンクＭＣ
Ｓ表を選択する際に、
　ダウンリンク伝送にＭ次変調方式をサポートするＣＱＩ表及び/又はＭ次変調方式をサ
ポートするＭＣＳ表を設定する際に、特定のシーンのアップリンク伝送にＭ次変調方式を
サポートするアップリンクＭＣＳ表を設定すること、
　ダウンリンク伝送にＭ次変調方式をサポートするＣＱＩ表及び/又はＭ次変調方式をサ
ポートするＭＣＳ表を設定して、且つ特定のシーンのアップリンク伝送は物理アップリン
ク共有チャンネルＰＵＳＣＨにおいてチャンネル状態情報ＣＳＩを送信する際に、該アッ
プリンク伝送にＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ表を設定すること、
　基地局が送信した設定シグナリングによって、上記アップリンク伝送にＭ次変調方式を
サポートする又はサポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、の少なくとも一
つを更に含む。
【００５３】
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　一つの好ましい実施例において、上記特定のシーンは時分割複信（ＴＤＤ: Time Divis
ion Duplex）伝送を含む。
【００５４】
　上記基地局はＤＣＩフォーマット(ＤＣＩ format)、ダウンリンク制御シグナリングに
対応する検索領域、ダウンリンク制御シグナリングに対応するＣＲＣスクランブリング方
式、アップリンク伝送モードの少なくとも一つに基づきアップリンクＭＣＳ表を選択する
際に、上記方法は、
　上記基地局は端末にアップリンク伝送モード１を設定し、或いはＤＣＩ formatをＤＣ
Ｉ format ０のみとして設定する際に、ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領
域が共通検索領域であると、上記基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭ
ＣＳ表を選択すること、ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領域がＵＥ特有検
索領域であると、基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択する
こと、
　上記基地局は端末にアップリンク伝送モード１を設定し、或いはＤＣＩ formatをＤＣ
Ｉ format ０のみとして設定する際に、ダウンリンク制御シグナリングに対応するＣＲＣ
スクランブリング方式がＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングであると、上記基地局はＭ
次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、ダウンリンク制御シ
グナリングに対応するＣＲＣスクランブリング方式がＣ-ＲＮＴＩスクランブリングであ
ると、上記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択すること、
　上記基地局は端末にアップリンク伝送モード１を設定し、或いはＤＣＩ formatをＤＣ
Ｉ format ０のみとして設定する際に、ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領
域が共通検索領域であると、上記基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭ
ＣＳ表を選択すること、ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領域がＵＥ特有検
索領域で且つＣＲＣスクランブリング方式がＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングである
と、基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、ダウ
ンリンク制御シグナリングに対応する検索領域がＵＥ特有検索領域で且つＣＲＣスクラン
ブリング方式がＣ-ＲＮＴＩスクランブリングであると、基地局はＭ次変調方式をサポー
トするアップリンクＭＣＳ表を選択すること、
　上記基地局は端末にアップリンク伝送モード２を設定し、或いはＤＣＩ format ０とＤ
ＣＩ format ４の２種のＤＣＩ formatを設定する際に、上記基地局はＤＣＩ format ０
によってダウンリンク制御シグナリングを送信して、且つ上記ダウンリンク制御シグナリ
ングに対応する検索領域が共通検索領域であると、上記基地局はＭ次変調方式をサポート
しないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、上記基地局はＤＣＩ format ０によってダ
ウンリンク制御シグナリングを送信して、且つダウンリンク制御シグナリングに対応する
検索領域がＵＥ特有検索領域であると、上記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップ
リンクＭＣＳ表を選択すること、上記基地局はＤＣＩ format ４によってダウンリンク制
御シグナリングを送信すると、上記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭ
ＣＳ表を選択すること、
　上記基地局は端末にアップリンク伝送モード２を設定し、或いはＤＣＩ format ０とＤ
ＣＩ format ４の２種のＤＣＩ formatを設定する際に、上記基地局はＤＣＩ format ０
によってダウンリンク制御シグナリングを送信して、且つダウンリンク制御シグナリング
に対応するＣＲＣスクランブリング方式がＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングであると
、上記基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、上
記基地局はＤＣＩ format ０によってダウンリンク制御シグナリングを送信して、且つダ
ウンリンク制御シグナリングに対応するＣＲＣスクランブリング方式がＣ-ＲＮＴＩスク
ランブリングであると、上記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表
を選択すること、上記基地局はＤＣＩ format ４によってダウンリンク制御シグナリング
を送信すると、上記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択す
ること、
　上記基地局は端末にアップリンク伝送モード２を設定し、或いはＤＣＩ format ０とＤ
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ＣＩ format ４の２種のＤＣＩ formatを設定する際に、上記基地局はＤＣＩ format ０
によってダウンリンク制御シグナリングを送信して、且つダウンリンク制御シグナリング
に対応する検索領域が共通検索領域であると、上記基地局はＭ次変調方式をサポートしな
いアップリンクＭＣＳ表を選択すること、上記基地局はＤＣＩ format ０によってダウン
リンク制御シグナリングを送信して、且つダウンリンク制御シグナリングに対応する検索
領域がＵＥ特有検索領域であり、ＣＲＣスクランブリング方式がＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩスク
ランブリングであると、上記基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ
表を選択すること、上記基地局はＤＣＩ format ０によってダウンリンク制御シグナリン
グを送信して、且つダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領域がＵＥ特有検索領
域であり、ＣＲＣスクランブリング方式がＣ-ＲＮＴＩスクランブリングであると、上記
基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択すること、基地局はＤ
ＣＩ format ４によってダウンリンク制御シグナリングを送信すると、基地局はＭ次変調
方式をサポートするアップリンク表を選択すること、
　上記基地局は端末にアップリンク伝送モード２を設定して、或いはＤＣＩ format ０と
ＤＣＩ format ４の２種のＤＣＩ formatを設定する際に、上記基地局はＤＣＩ format 
０によってダウンリンク制御シグナリングを送信すると、上記基地局はＭ次変調方式をサ
ポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、上記基地局はＤＣＩ format ４によ
ってダウンリンク制御シグナリングを送信すると、上記基地局はＭ次変調方式をサポート
するアップリンクＭＣＳ表を選択すること、の少なくとも一つを更に含む。
【００５５】
　上記基地局が、上記基地局が設定したサブフレームセットに基づき表タイプを選択して
アップリンクＭＣＳ表を選択する際に、以下の少なくとも一つを更に含み、
　サブフレームセット２とサブフレームセット３に対して、前記基地局はそれぞれＭ次変
調方式をサポートする又はサポートしないアップリンクＭＣＳ表を設定する。前記サブフ
レームセット２と３は、基地局が設定したアップリンクサブフレームセット、或いは予め
定義されたサブフレームセットである。該予め定義されたサブフレームセットは、ＴＤＤ
システムにおける異なるアップダウンリンクサブフレーム設定比（Uplink-downlink conf
iguration）に応じて分割したサブフレームセット、ＦＤＤシステムにおける奇数と偶数
サブフレーム番号に応じて分割したサブフレームセットの少なくとも一つを含む。前記方
法は以下の少なくとも一つを含む。
　サブフレームセット２とサブフレームセット３に対して、前記基地局はそれぞれＭ次変
調方式をサポートする又はサポートしないアップリンクＭＣＳ表を設定する。前記サブフ
レームセット２と３は基地局が設定したアップリンクサブフレームセット、或いは予め定
義されたサブフレームセットである。
　基地局はサブフレームセット２だけにＭ次変調方式をサポートする又はサポートしない
アップリンクＭＣＳ表を設定して、サブフレームセット３はＭ次変調方式をサポートしな
いアップリンクＭＣＳ表を使用する。
　基地局はサブフレームセット３だけにＭ次変調方式をサポートする又はサポートしない
アップリンクＭＣＳ表を設定して、サブフレームセット２はＭ次変調方式をサポートしな
いアップリンクＭＣＳ表を使用する。
【００５６】
　基地局は伝送タイプと予め定義された情報に基づきＭ次変調方式をサポートする変調と
コーディングポリシーのＭＣＳ表を選択した後に、基地局は端末に前記基地局が端末に送
信したダウンリンク制御シグナリングを送信し、この時、該ダウンリンク制御シグナリン
グは伝送電力制御指令ＴＰＣ commandドメインを更に含み、上記ＴＰＣ commandドメイン
は、以下の特徴の一つを少なくとも含む。その特徴は、
・上記ダウンリンク制御シグナリングはＤＣＩ format ３Ａによって送信される際に、上
記ＴＰＣ commandドメインはＮ１ビットで示され、Ｎ１は１以上の正の整数であり、且つ
ＴＰＣ commandドメインに対応するＴＰＣ command数値は－１と１を除いた整数を含むが
これらに制限されない特徴、
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・上記ダウンリンク制御シグナリングはＤＣＩ format ３Ａを除いたＤＣＩ formatによ
って送信される際に、上記ＴＰＣ commandドメインはＮ２ビットで示され、Ｎ２は２以上
の正の整数であり、且つＴＰＣ commandドメインに対応するＴＰＣ command数値は－１，
０，１，３を除いた整数を含むがこれらに制限されない特徴、である。
【００５７】
　本実施例において、高次コーディングの変調処理装置を更に提供し、図２に示すように
、該装置は、
　伝送タイプと予め定義された情報に基づき変調とコーディングポリシーのＭＣＳ表を選
択するように設定され、上記ＭＣＳ表はＭ次変調方式をサポートするＭＣＳ表、及びＭ次
変調方式をサポートしないＭＣＳ表を含み、Ｍ＞６４である選択モジュール２０、及び
　選択モジュール２０に接続され、端末にダウンリンク制御シグナリングを送信し、上記
ダウンリンク制御シグナリングは変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳ、ＴＰＣ c
ommandの少なくとも一つを含むように設定される送信モジュール２２、を含む。上記ＩＭ

ＣＳは基地局が選択したＭ次変調方式をサポートする又はサポートしないＭＣＳ表に基づ
くものである。
【００５８】
　上記選択モジュール２０はさらに、上記伝送タイプがダウンリンク伝送である際に、上
記予め定義された情報に基づきダウンリンクＭＣＳ表を選択するように設定され、上記予
め定義された情報はサブフレームセットに設定した表タイプを含み、上記表タイプは上記
Ｍ次変調方式をサポートするＭＣＳ表又はＭ次変調方式をサポートしないＭＣＳ表である
。
【００５９】
　上記選択モジュール２０はさらに、上記伝送タイプがアップリンク伝送である際に、予
め定義された情報に基づきアップリンクＭＣＳ表を選択するように設定され、上記予め定
義された情報は、
　ダウンリンク伝送である際に設定した、Ｍ次変調方式をサポートするＣＱＩ表、Ｍ次変
調方式をサポートするＭＣＳ表の少なくとも一つを含む表タイプ、
　ＤＣＩフォーマット(ＤＣＩ format)、
　ダウンリンク制御シグナリングに対応する、共通検索領域、ＵＥ特有検索領域の少なく
とも一つを含む検索領域、
　ダウンリンク制御シグナリングに対応する、ＳＰＳセル無線ネットワーク一時的アイデ
ンティティＣ-ＲＮＴＩスクランブリング、Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングの少なくとも一
つを含む周期的冗長検査ＣＲＣスクランブリング方式、
　アップリンク伝送モード、 
　基地局が設定したサブフレームセット、の少なくとも一つを含む。
　なお、選択モジュール２０と送信モジュール２２はソフトウェアモジュール又はハード
ウェアモジュールとして表すことができ、後者にについて、選択モジュール２０が第１プ
ロセッサにあり、送信モジュール２２が第２プロセッサにあり、選択モジュール２０と送
信モジュール２２とがいずれも第１プロセッサにあるように表すことができる。
【００６０】
　本実施例において、基地局を更に提供し、以上のいずれかに記載の高次コーディングの
変調処理装置を含む。
【００６１】
　本実施例において、他の高次コーディングの変調処理を更に提供し、該方法は端末に適
用でき、図３に示すように、該方法は、以下のステップを含む。
　ステップＳ３０２： 端末は基地局が送信したダウンリンク制御シグナリングを受信し
、該ダウンリンク制御シグナリングは変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含み
、上記ＩＭＣＳは基地局が伝送タイプと予め定義された情報に基づき選択したＭＣＳ表に
基づくものであり、ＭＣＳ表はＭ次変調方式をサポートするＭＣＳ表、及びＭ次変調方式
をサポートしないＭＣＳ表を含み、Ｍ＞６４である。
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　ステップＳ３０４： 端末はＩＭＣＳに基づきアップリンクデータのコーディング変調
を実行し、或いはダウンリンクデータの復調及び復号を実行する。
【００６２】
　上記伝送タイプがダウンリンク伝送である際に、上記基地局は上記予め定義された情報
に基づきダウンリンクＭＣＳ表を選択し、上記予め定義された情報はサブフレームセット
に設定した表タイプを含み、上記表タイプは上記Ｍ次変調方式をサポートするＣＱＩ表又
はＭ次変調方式をサポートしないＣＱＩ表である。上記サブフレームセットは上記基地局
が設定したサブフレームセット０及び/又はサブフレームセット１を含むが、これらに制
限されない。
【００６３】
　上記伝送タイプがダウンリンク伝送であり、基地局はダウンリンクＭＣＳ表を選択する
際に、以下の少なくとも一つを含み、
　サブフレームセット０（subframe set 0）又は/及びサブフレームセット１（subframe 
set 1）にＭ次変調方式をサポートするチャンネル品質指示ＣＱＩ表を設定する際に、ダ
ウンリンクサブフレームはＭ次変調方式をサポートするＭＣＳ表を使用する。
【００６４】
　サブフレームセットｉにＭ次変調方式をサポートするＣＱＩ表を設定する際に、サブフ
レームセットｉはＭ次変調方式をサポートするＭＣＳ表を使用し、サブフレームセットｉ
にＭ次変調方式をサポートしないＣＱＩ表を設定する際に、サブフレームセットｉはＭ次
変調方式をサポートしないＭＣＳ表を使用すること、ｉ＝０，１であること、サブフレー
ムセット０とサブフレームセット１を除いたサブフレームに対して、
　専有の高レベルのシグナリングによってＭ次変調方式をサポートする又はサポートしな
いＭＣＳ表を設定すること、
　予め定義されたようにＭ次変調方式をサポートしないＭＣＳ表を使用すること、の少な
くとも一つを含むこと、
　サブフレームセット０とサブフレームセット１の少なくとも一つにＭ次変調方式をサポ
ートするチャンネル品質指示ＣＱＩ表を設定する際に、Ｍ次変調方式をサポートするＭＣ
Ｓ表を使用すること、の少なくとも一つを更に含む。
【００６５】
　上記伝送タイプがアップリンク伝送である際に、上記基地局は上記予め定義された情報
に基づきアップリンクＭＣＳ表を選択し、上記予め定義された情報は、
　ダウンリンク伝送である際に設定した、Ｍ次変調方式をサポートするＣＱＩ表、Ｍ次変
調方式をサポートするＭＣＳ表の少なくとも一つを含む表タイプ、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むＤＣＩフォーマット(ＤＣＩ format
)、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むダウンリンク制御シグナリングに対
応する、共通検索領域、ＵＥ特有検索領域の少なくとも一つを含みむ検索領域、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むダウンリンク制御シグナリングに対
応する、ＳＰＳセル無線ネットワーク一時的アイデンティティＣ-ＲＮＴＩスクランブリ
ング、Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングの少なくとも一つを含む周期的冗長検査ＣＲＣスク
ランブリング方式、
　アップリンク伝送モード、
　基地局が設定したアップリンクサブフレームセット、
　予め定義されたアップリンクサブフレームセット、の少なくとも一つを含む。
【００６６】
　上記ＤＣＩ formatはＤＣＩ format ０，ＤＣＩ format ４を少なくとも一つ含むが、
これに制限されない。
【００６７】
　上記基地局はダウンリンク伝送である際に設定した表タイプに基づきアップリンクＭＣ
Ｓ表を選択する場合、ダウンリンク伝送にＭ次変調方式をサポートするＣＱＩ表及び/又
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はＭ次変調方式をサポートするＭＣＳ表を設定する際に、特定のシーンのアップリンク伝
送にＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を設定し、ダウンリンク伝送にＭ
次変調方式をサポートするＣＱＩ表及び/又はＭ次変調方式をサポートするＭＣＳ表を設
定し、且つ特定のシーンのアップリンク伝送は物理アップリンク共有チャンネルＰＵＳＣ
Ｈにチャンネル状態情報ＣＳＩを送信する際に、該アップリンク伝送にＭ次変調方式をサ
ポートしないアップリンクＭＣＳ表を設定し、基地局が送信した設定シグナリングによっ
て上記アップリンク伝送にＭ次変調方式をサポートする又はサポートしないアップリンク
ＭＣＳ表を選択する。
【００６８】
　上記特定のシーンはＴＤＤ伝送を含むが、これに制限されない。
【００６９】
　上記基地局はＤＣＩフォーマット(ＤＣＩ format)、ダウンリンク制御シグナリングに
対応する検索領域、ダウンリンク制御シグナリングに対応するＣＲＣスクランブリング方
式、アップリンク伝送モードの少なくとも一つに基づきアップリンクＭＣＳ表を選択する
際に、
　上記基地局は端末にアップリンク伝送モード１を設定し、或いはＤＣＩ formatをＤＣ
Ｉ format ０のみとして設定する際に、ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領
域が共通検索領域であると、上記基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭ
ＣＳ表を選択すること、ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領域がＵＥ特有検
索領域であると、基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択する
こと、
　上記基地局は端末にアップリンク伝送モード１を設定し、或いはＤＣＩ formatをＤＣ
Ｉ format ０のみとして設定する際に、ダウンリンク制御シグナリングに対応するＣＲＣ
スクランブリング方式がＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングであると、上記基地局はＭ
次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、ダウンリンク制御シ
グナリングに対応するＣＲＣスクランブリング方式がＣ-ＲＮＴＩスクランブリングであ
ると、上記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択すること、
　上記基地局は端末にアップリンク伝送モード１を設定し、或いはＤＣＩ formatをＤＣ
Ｉ format ０のみとして設定する際に、ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領
域が共通検索領域であると、上記基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭ
ＣＳ表を選択すること、ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領域がＵＥ特有検
索領域で且つＣＲＣスクランブリング方式がＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングである
と、基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、ダウ
ンリンク制御シグナリングに対応する検索領域がＵＥ特有検索領域で且つＣＲＣスクラン
ブリング方式がＣ-ＲＮＴＩスクランブリングであると、基地局はＭ次変調方式をサポー
トするアップリンクＭＣＳ表を選択すること、
　上記基地局は端末にアップリンク伝送モード２を設定し、或いはＤＣＩ format ０とＤ
ＣＩ format ４の２種のＤＣＩ formatを設定する際に、上記基地局はＤＣＩ format ０
によってダウンリンク制御シグナリングを送信して、且つ上記ダウンリンク制御シグナリ
ングに対応する検索領域が共通検索領域であると、上記基地局はＭ次変調方式をサポート
しないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、上記基地局はＤＣＩ format ０によってダ
ウンリンク制御シグナリングを送信して、且つダウンリンク制御シグナリングに対応する
検索領域がＵＥ特有検索領域であると、上記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップ
リンクＭＣＳ表を選択すること、上記基地局はＤＣＩ format ４によってダウンリンク制
御シグナリングを送信すると、上記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭ
ＣＳ表を選択すること、
　上記基地局は端末にアップリンク伝送モード２を設定し、或いはＤＣＩ format ０とＤ
ＣＩ format ４の２種のＤＣＩ formatを設定する際に、上記基地局はＤＣＩ format ０
によってダウンリンク制御シグナリングを送信して、且つダウンリンク制御シグナリング
に対応するＣＲＣスクランブリング方式がＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングであると



(28) JP 2017-520964 A 2017.7.27

10

20

30

40

50

、上記基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、上
記基地局はＤＣＩ format ０によってダウンリンク制御シグナリングを送信して、且つダ
ウンリンク制御シグナリングに対応するＣＲＣスクランブリング方式がＣ-ＲＮＴＩスク
ランブリングであると、上記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表
を選択すること、上記基地局はＤＣＩ format ４によってダウンリンク制御シグナリング
を送信すると、上記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択す
ること、
　上記基地局は端末にアップリンク伝送モード２を設定し、或いはＤＣＩ format ０とＤ
ＣＩ format ４の２種のＤＣＩ formatを設定する際に、上記基地局はＤＣＩ format ０
によってダウンリンク制御シグナリングを送信して、且つダウンリンク制御シグナリング
に対応する検索領域が共通検索領域であると、上記基地局はＭ次変調方式をサポートしな
いアップリンクＭＣＳ表を選択すること、上記基地局はＤＣＩ format ０によってダウン
リンク制御シグナリングを送信して、且つダウンリンク制御シグナリングに対応する検索
領域がＵＥ特有検索領域であり、ＣＲＣスクランブリング方式がＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩスク
ランブリングであると、上記基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ
表を選択すること、上記基地局はＤＣＩ format ０によってダウンリンク制御シグナリン
グを送信して、且つダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領域がＵＥ特有検索領
域であり、ＣＲＣスクランブリング方式がＣ-ＲＮＴＩスクランブリングであると、上記
基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択すること、基地局はＤ
ＣＩ format ４によってダウンリンク制御シグナリングを送信すると、基地局はＭ次変調
方式をサポートするアップリンク表を選択すること、
　上記基地局は端末にアップリンク伝送モード２を設定して、或いはＤＣＩ format ０と
ＤＣＩ format ４の２種のＤＣＩ formatを設定する際に、上記基地局はＤＣＩ format 
０によってダウンリンク制御シグナリングを送信すると、上記基地局はＭ次変調方式をサ
ポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、上記基地局はＤＣＩ format ４によ
ってダウンリンク制御シグナリングを送信すると、上記基地局はＭ次変調方式をサポート
するアップリンクＭＣＳ表を選択すること、の少なくとも一つの方式によってＭＣＳ表を
選択してもよい。
【００７０】
　上記基地局は設定した又は予め定義されたサブフレームセットに基づき表タイプを選択
してアップリンクＭＣＳ表を選択する際に、以下の少なくとも一つを更に含み、サブフレ
ームセット２とサブフレームセット３に対して、前記基地局はそれぞれＭ次変調方式をサ
ポートする又はサポートしないアップリンクＭＣＳ表を設定する。前記サブフレームセッ
ト２と３は基地局が設定したアップリンクサブフレームセット、或いは予め定義されたサ
ブフレームセットである。前記方法は、
　サブフレームセット２とサブフレームセット３に対して、前記基地局はそれぞれＭ次変
調方式をサポートする又はサポートしないアップリンクＭＣＳ表を設定すること。前記サ
ブフレームセット２と３は基地局が設定したアップリンクサブフレームセット、或いは予
め定義されたサブフレームセットであること、
　基地局はサブフレームセット２だけにＭ次変調方式をサポートする又はサポートしない
アップリンクＭＣＳ表を設定して、サブフレームセット３はＭ次変調方式をサポートしな
いアップリンクＭＣＳ表を使用すること、
　基地局はサブフレームセット３だけにＭ次変調方式をサポートする又はサポートしない
アップリンクＭＣＳ表を設定して、サブフレームセット２はＭ次変調方式をサポートしな
いアップリンクＭＣＳ表を使用すること、の少なくとも一つを含む。
【００７１】
　基地局はＭ次変調方式をサポートするＭＣＳ・BR>¥を選択する際に、端末は基地局が送
信したダウンリンク制御シグナリングを受信し、この時該ダウンリンク制御シグナリング
は伝送電力制御指令ＴＰＣ COMMANDドメインを更に含み、上記ＴＰＣ COMMANDドメインは
以下の特徴の一つを少なくとも含み、
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　上記ダウンリンク制御シグナリングはＤＣＩ format ３Ａによって送信される際に、上
記ＴＰＣ commandをＮ１ビットで示され、Ｎ１は１以上の正の整数であり、且つＴＰＣ c
ommandドメインに対応するＴＰＣ command数値は－１と１を除いた整数を含むが、これら
に制限されなく、
　上記ダウンリンク制御シグナリングはＤＣＩ format ３Ａを除いたＤＣＩ formatによ
って送信される際に、上記ＴＰＣ commandドメインをＮ２ビットで示され、Ｎ２は２以上
の正の整数であり、且つＴＰＣ commandドメインに対応するＴＰＣ command数値は－１、
０、１、３を除いた整数を含み、これらに制限されない。
【００７２】
　本実施例において高次コーディングの変調処理装置を更に提供し、該装置は、端末に適
用でき、図４に示すように、受信モジュール４０とデータ処理モジュール４２を含む。
　受信モジュール４０は、基地局が送信したダウンリンク制御シグナリングを受信して、
前記ダウンリンク制御シグナリングは変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳの少な
くとも一つを含むように設定される。上記ＩＭＣＳは基地局が伝送タイプと予め定義され
た情報に基づき選択したＭＣＳ表に基づくものである。上記ＭＣＳ表は、Ｍ次変調方式を
サポートするＭＣＳ表、及びＭ次変調方式をサポートしないＭＣＳ表を含み、Ｍ＞６４で
あり、一つの好ましい実施例において、ダウンリンク制御情報は、ＴＰＣ commandを更に
含んでもよい。
【００７３】
　データ処理モジュール４２は、受信モジュール４０に接続され、ＩＭＣＳに基づきアッ
プリンクデータのコーディング変調を実行するように設定され、或いはＩＭＣＳに基づき
ダウンリンクデータの復調及び復号を実行するように設定される。
【００７４】
　受信モジュール４０はさらに、上記伝送タイプがダウンリンク伝送であり、上記基地局
は上記予め定義された情報に基づきダウンリンクＭＣＳ表を選択し、且つ上記予め定義さ
れた情報は、
　サブフレームセットに設定した表タイプの情報を含む際に、ＩＭＣＳを受信するように
設定され、上記表タイプは上記Ｍ次変調方式をサポートするＭＣＳ表又はＭ次変調方式を
サポートしないＭＣＳ表である。
【００７５】
　受信モジュール４０はさらに、上記伝送タイプがアップリンク伝送であり、上記基地局
は上記予め定義された情報に基づきダウンリンクＭＣＳ表を選択して、且つ上記予め定義
された情報は、
　ダウンリンク伝送である際に設定した、Ｍ次変調方式をサポートするＣＱＩ表、Ｍ次変
調方式をサポートするＭＣＳ表の少なくとも一つを含む表タイプ、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むＤＣＩフォーマット(ＤＣＩ format
)、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むダウンリンク制御シグナリングに対
応する、共通検索領域、ＵＥ特有検索領域の少なくとも一つを含む検索領域、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むダウンリンク制御シグナリングに対
応する、ＳＰＳセル無線ネットワーク一時的アイデンティティＣ-ＲＮＴＩスクランブリ
ング、Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングの少なくとも一つを含む周期的冗長検査ＣＲＣスク
ランブリング方式、
　アップリンク伝送モード、
　基地局が設定したアップリンクサブフレームセット、
　予め定義されたアップリンクサブフレームセット、
の少なくとも一つを含む際に、ＩＭＣＳを受信するように設定される。
【００７６】
　本実施例において、端末を更に提供し、以上のいずれかに記載の高次コーディングの変
調処理装置を含む。
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【００７７】
　現在、通信システムの通常のテーブルはより高次の変調方式をサポートすることができ
ず、具体的に高次変調方式の拡張テーブルと通常のテーブルの設定使用問題を解決してい
なく、例えば、どのような場合に高次変調方式の拡張テーブルを設定するか、どのような
場合に通常のテーブルを使用するか、を解決していない。
【００７８】
　上記した課題を解決するために、本発明の実施例は高次コーディング変調処理方法、装
置及びシステムを提供し、基地局は伝送タイプと予め定義された情報に基づきＭ次変調方
式をサポートする表を選択し或いはＭ次変調方式をサポートしない表を選択する。前記伝
送タイプはアップリンク伝送又はダウンリンク伝送である。Ｍ次変調方式をサポートする
表はＭ次変調方式をサポートするＭＣＳ表であり、前記Ｍ次変調方式をサポートしない表
はＭ次変調方式をサポートしないＭＣＳ表であり、Ｍ≧２５６で、且つ正の整数である。
基地局はダウンリンク制御情報を送信して、前記ダウンリンク制御情報は変調とコーディ
ング方式のドメイン（ＩＭＣＳ）を少なくとも含み、そして、前記ＩＭＣＳは基地局が選
択したＭ次変調方式をサポートする又はサポートしない表に基づくものである。以下、図
面を参照して本発明の実施例を詳細的に説明する。なお、矛盾が生じない場合に、本出願
における実施例及び実施例における特徴を互いに組み合わせることができる。
【００７９】
　実施例１
　実施例１において、予め定義されたサブフレームセットに設定したＣＱＩ表に基づきダ
ウンリンクサブフレームに使用されるＭＣＳ表を確定する。前記予め定義されたサブフレ
ームセットは、基地局が設定したサブフレームセット０、及び/又はサブフレームセット
１を含む。前記予め定義されたサブフレームセットに設定したＣＱＩ表に基づきダウンリ
ンクサブフレームに使用されるＭＣＳ表を確定することは、予め定義されたサブフレーム
セットにおける少なくとも一つに２５６ＱＡＭをサポートするＣＱＩ表を設定する際に、
すべてのダウンリンクサブフレームは２５６ＱＡＭをサポートするＭＣＳ表を使用する。
【００８０】
　サブ実施例１： 本実施例において、基地局は端末に設定シグナリングを送信して、前
記シグナリングはサブフレームセット０とサブフレームセット１を設定する。基地局は端
末に設定シグナリング１を送信して、該シグナリングはサブフレームセット０に対して２
５６ＱＡＭ変調方式をサポートする表を設定し、前記２５６ＱＡＭをサポートする表は２
５６ＱＡＭをサポートするＣＱＩ表であり、サブフレームセット１に対して２５６ＱＡＭ
をサポートしない表を選択し、前記２５６ＱＡＭをサポートしない表はＬＴＥ Rel-１１
バージョン標準３６.２１３のＣＱＩ表である。基地局はダウンリンクサブフレームには
端末にダウンリンク制御シグナリングを送信し、前記ダウンリンク制御シグナリングは変
調とコーディング方式のドメイン（ＩＭＣＳ）を含み、端末は基地局が送信したダウンリ
ンク制御シグナリングを受信すると、ＩＭＣＳは２５６ＱＡＭをサポートするＭＣＳ表に
基づくものである。サブフレームセット０と１の少なくとも一つに２５６ＱＡＭをサポー
トするＣＱＩ表を設定する際に、すべてのダウンリンクサブフレームに２５６ＱＡＭをサ
ポートするＭＣＳ表を設定し、設定を簡単化させ、同時に高い信号対雑音比の条件で２５
６ＱＡＭを利用してスペクトル効率を向上させることが可能である。
【００８１】
　サブ実施例２： 本実施例において、基地局は端末に設定シグナリングを送信して、前
記シグナリングはサブフレームセット０とサブフレームセット１を設定する。基地局は端
末に設定シグナリング１を送信して、該シグナリングはサブフレームセット１に対して２
５６ＱＡＭ変調方式をサポートする表を設定し、前記２５６ＱＡＭをサポートする表は２
５６ＱＡＭをサポートするＣＱＩ表であり、サブフレームセット０に対して２５６ＱＡＭ
をサポートしない表を選択し、前記２５６ＱＡＭをサポートしない表はＬＴＥ Rel-１１
バージョン標準３６.２１３のＣＱＩ表である。基地局はダウンリンクサブフレームには
端末にダウンリンク制御シグナリングを送信し、前記ダウンリンク制御シグナリングは変
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調とコーディング方式のドメイン（ＩＭＣＳ）を含み、ＩＭＣＳは２５６ＱＡＭをサポー
トするＭＣＳ表に基づくものである。サブフレームセット０と１の少なくとも一つに２５
６ＱＡＭをサポートするＣＱＩ表を設定する際に、すべてのダウンリンクサブフレームに
２５６ＱＡＭをサポートするＭＣＳ表を設定し、設定を簡単化させ、同時に高い信号対雑
音比の条件で２５６ＱＡＭを利用してスペクトル効率を向上させることが可能である。
【００８２】
　サブ実施例３： 本実施例において、基地局は端末に設定シグナリングを送信して、前
記シグナリングはサブフレームセット０とサブフレームセット１を設定する。基地局は端
末に設定シグナリング１を送信して、該シグナリングはサブフレームセット０に対して２
５６ＱＡＭ変調方式をサポートする表を設定し、前記２５６ＱＡＭをサポートする表は２
５６ＱＡＭをサポートするＣＱＩ表であり、サブフレームセット１に対して２５６ＱＡＭ
をサポートしない表を選択し、前記２５６ＱＡＭをサポートしない表はＬＴＥ Rel-１１
バージョン標準３６.２１３のＣＱＩ表である。基地局はサブフレームセット０には端末
にダウンリンク制御シグナリングを送信し、前記ダウンリンク制御シグナリングは変調と
コーディング方式のドメイン（ＩＭＣＳ）を含み、該ＩＭＣＳは２５６ＱＡＭをサポート
するＭＣＳ表に基づくものであり、基地局はサブフレームセット１とサブフレームセット
２には端末にダウンリンク制御シグナリングを送信し、前記ダウンリンク制御シグナリン
グは変調とコーディング方式のドメイン（ＩＭＣＳ）を含み、該ＩＭＣＳは２５６ＱＡＭ
をサポートしないＭＣＳ表に基づくものである。サブフレームセットに設定した表に応じ
てダウンリンクサブフレームＭＣＳ表を選択することは、チャンネルの信号対干渉および
雑音電力比条件をよりよく利用して表を設定し、適応型変調コーディングをより良く実現
して、システムスループットを向上させる。
【００８３】
　サブ実施例４： 本実施例において、基地局は端末に設定シグナリングを送信して、前
記シグナリングはサブフレームセット０とサブフレームセット１を設定する。基地局は端
末に設定シグナリング１を送信して、該シグナリングはサブフレームセット１に対して２
５６ＱＡＭ変調方式をサポートする表を設定し、前記２５６ＱＡＭをサポートする表は２
５６ＱＡＭをサポートするＣＱＩ表であり、サブフレームセット０に対して２５６ＱＡＭ
をサポートしない表を選択し、前記２５６ＱＡＭをサポートしない表はＬＴＥ Rel-１１
バージョン標準３６.２１３のＣＱＩ表である。基地局はサブフレームセット１には端末
にダウンリンク制御シグナリングを送信し、前記ダウンリンク制御シグナリングは変調と
コーディング方式のドメイン（ＩＭＣＳ）を含み、該ＩＭＣＳは２５６ＱＡＭをサポート
するＭＣＳ表に基づくものであり、基地局はサブフレームセット０には端末にダウンリン
ク制御シグナリングを送信し、前記ダウンリンク制御シグナリングは変調とコーディング
方式のドメイン（ＩＭＣＳ）を含み、該ＩＭＣＳは２５６ＱＡＭをサポートしないＭＣＳ
表に基づくものである。基地局は端末に設定シグナリング２を送信し、該シグナリングは
サブフレームセット２に対して２５６ＱＡＭ変調方式をサポートするＭＣＳ表を設定し、
基地局はサブフレームセット２には端末にダウンリンク制御シグナリングを送信し、前記
ダウンリンク制御シグナリングは変調とコーディング方式のドメイン（ＩＭＣＳ）を含み
、該ＩＭＣＳは２５６ＱＡＭをサポートするＭＣＳ表に基づくものである。サブフレーム
セット０と１に対して、サブフレームセットに設定した表に応じてダウンリンクサブフレ
ームＭＣＳ表を選択し、チャンネルの信号対干渉および雑音電力比条件をよりよく利用し
て表を設定し、適応型変調コーディングをより良く実現して、システムスループットを向
上させる。サブフレームセット２に対して、チャンネルの信号対干渉および雑音電力比条
件に応じて高レベルにより表を設定することは、適応型変調コーディングをより良く実現
するためであり、システムスループットを向上させる。
【００８４】
　実施例２
　アップリンクＭＣＳ表の設定： 1）ダウンリンクに設定したＣＱＩ表及び/又はＭＣＳ
表のタイプによりアップリンクＭＣＳ表の使用を確定し、2）アップリンクＭＣＳ表は独
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立な無線リソース制御（ＲＲＣ:Radio Resource Control）により設定される。
　サブ実施例１： 本実施例において、基地局は端末に設定シグナリング０を送信して、
前記シグナリング設定０はダウンリンク伝送に対して２５６ＱＡＭをサポートする或いは
サポートしない拡張テーブルを選択する。前記２５６ＱＡＭをサポートする拡張テーブル
は、２５６ＱＡＭをサポートするＣＱＩ表、及び/又はＭＣＳ表である。前記２５６ＱＡ
Ｍをサポートしない拡張テーブルは、２５６ＱＡＭをサポートしないＣＱＩ表、及び/又
はＭＣＳ表である。基地局は端末に設定シグナリング１を送信して、前記シグナリング設
定１はアップリンク伝送に対して２５６ＱＡＭをサポートする拡張テーブルを選択する。
前記２５６ＱＡＭをサポートする拡張テーブルは２５６ＱＡＭをサポートするＭＣＳ表で
ある。基地局はＤＣＩ format ０或いはＤＣＩ format ４によって端末にダウンリンク制
御シグナリングを送信し、前記ダウンリンク制御シグナリングは変調とコーディング方式
のドメイン（ＩＭＣＳ）を含む。基地局はＰＵＳＣＨ上の端末が送信したＣＳＩを含まな
いアップリンクデータを受信し、前記ＩＭＣＳは２５６ＱＡＭをサポートするＭＣＳ表に
基づくものである。アップリンク表とダウンリンク表の選択は独立であり、チャンネルの
信号対干渉および雑音電力比条件をより良く利用して表を設定し、適応型変調コーディン
グをより良く実現して、システムスループットを向上させることができる。
【００８５】
　サブ実施例２： 本実施例において、基地局は端末に設定シグナリング０を送信して、
前記シグナリング設定０はダウンリンク伝送に対して２５６ＱＡＭをサポートする或いは
サポートしない拡張テーブルを選択する。前記２５６ＱＡＭをサポートする拡張テーブル
は、２５６ＱＡＭをサポートするＣＱＩ表、及び/又はＭＣＳ表である。前記２５６ＱＡ
Ｍをサポートしない拡張テーブルは、２５６ＱＡＭをサポートしないＣＱＩ表、及び/又
はＭＣＳ表である。基地局は端末に設定シグナリング１を送信して、前記シグナリング設
定１はアップリンク伝送に対して２５６ＱＡＭをサポートする拡張テーブルを選択する。
前記２５６ＱＡＭをサポートする拡張テーブルは、２５６ＱＡＭをサポートするＭＣＳ表
である。基地局はＤＣＩ format ０或いはＤＣＩ format ４によって端末にダウンリンク
制御シグナリングを送信し、前記ダウンリンク制御シグナリングは変調とコーディング方
式のドメイン（ＩＭＣＳ）を含み、基地局はＰＵＳＣＨ上の端末が送信したＣＳＩデータ
を受信し、前記ＩＭＣＳは２５６ＱＡＭをサポートしないＭＣＳ表に基づくものである。
アップリンク表とダウンリンク表の選択は独立であり、チャンネルの信号対干渉および雑
音電力比条件をより良く利用して表を設定し、適応型変調コーディングをより良く実現し
て、システムスループットを向上させることができ、ＰＵＳＣＨがＣＳＩデータを伝送す
る場合に対して、できるだけ低次変調方式を採用して伝送の正確度を確保するため、２５
６ＱＡＭをサポートするＭＣＳ表を使用する必要がなく、２５６ＱＡＭをサポートしない
ＭＣＳ表は低スペクトル効率領域でより詳細なスペクトル効率粒度を有する可能性があり
、適応型コーディング変調をより良く実現することができる。 
【００８６】
　サブ実施例３： 本実施例は特定のシーンを仮定し、前記特定のシーンはＴＤＤシーン
を含む。２つのノード、即ちノード１とノード２は端末にダウンリンクデータを送信する
。ノード１に２５６ＱＡＭをサポートするダウンリンク拡張テーブルを設定する。ノード
２に２５６ＱＡＭをサポートしないダウンリンク拡張テーブルを設定する。前記２５６Ｑ
ＡＭをサポートするダウンリンク拡張テーブルは、２５６ＱＡＭをサポートするＣＱＩ表
、及び/又はＭＣＳ表である。前記２５６ＱＡＭをサポートしないダウンリンク拡張テー
ブルは、２５６ＱＡＭをサポートしないＣＱＩ表、及び/又はＭＣＳ表である。ノード１
又はノード２はＤＣＩ format ０或いはＤＣＩ format ４によって端末にダウンリンク制
御シグナリングを送信し、前記ダウンリンク制御シグナリングは変調とコーディング方式
のドメイン（ＩＭＣＳ）を含み、ノード１とノード２はＰＵＳＣＨ上の端末が送信したＣ
ＳＩを含まないアップリンクデータを受信し、前記ＩＭＣＳは２５６ＱＡＭをサポートす
るＭＣＳ表に基づくものである。アップリンクはダウンリンク表に応じて表を設定するこ
とは、特定のシーンのチャンネルの可逆性のため、表の設定を簡単化させる。
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【００８７】
　サブ実施例４：本実施例は特定のシーンを仮定し、前記特定のシーンはＴＤＤシーンを
含む。２つのノード、即ちノード１とノード２は端末にダウンリンクデータを送信する。
ノード１に２５６ＱＡＭをサポートするダウンリンク拡張テーブルを設定する。ノード２
に２５６ＱＡＭをサポートしないダウンリンク拡張テーブルを設定する。前記２５６ＱＡ
Ｍをサポートするダウンリンク拡張テーブルは、２５６ＱＡＭをサポートするＣＱＩ表、
及び/又はＭＣＳ表である。前記２５６ＱＡＭをサポートしないダウンリンク拡張テーブ
ルは、２５６ＱＡＭをサポートしないＣＱＩ表、及び/又はＭＣＳ表である。ノード１又
はノード２はＤＣＩ format ０或いはＤＣＩ format ４によって端末にダウンリンク制御
シグナリングを送信し、前記ダウンリンク制御シグナリングは変調とコーディング方式の
ドメイン（ＩＭＣＳ）を含み、ノード１とノード２はＰＵＳＣＨ上の端末が送信したＣＳ
Ｉを含むアップリンクデータを受信し、前記ＩＭＣＳは２５６ＱＡＭをサポートしないＭ
ＣＳ表に基づくものである。ＰＵＳＣＨがＣＳＩデータを伝送する場合に対して、できる
だけ低次変調方式を採用して伝送の正確度を確保するため、２５６ＱＡＭをサポートする
ＭＣＳ表を使用する必要がなく、２５６ＱＡＭをサポートしないＭＣＳ表は低スペクトル
効率領域でより詳細なスペクトル効率粒度を有する可能性があり、適応型コーディング変
調をより良く実現することができる。
【００８８】
　実施例３
　ＤＣＩ format、検索領域、ＣＲＣスクランブリング方式、アップリンク伝送モードに
基づき２５６ＱＡＭをサポートする又はサポートしないアップリンクＭＣＳ表の使用を確
定する。
　サブ実施例１： 本実施例において、仮に基地局は端末にアップリンク伝送モード１を
設定し、或いはＤＣＩ format ０のフォーマットのみを設定する。基地局はＤＣＩ forma
t ０と共通検索領域によって端末にダウンリンク制御シグナリングを送信し、前記ダウン
リンク制御シグナリングは変調とコーディング方式のドメイン（ＩＭＣＳ）を含み、前記
ＩＭＣＳは２５６ＱＡＭをサポートしないＭＣＳ表に基づくものである。基地局はＰＵＳ
ＣＨ上の端末が送信したアップリンクデータを受信する。このような設定は２５６ＱＡＭ
の使用は特定のＵＥに対するものであるためである。
【００８９】
　サブ実施例２： 本実施例において、仮に基地局は端末にアップリンク伝送モード１を
設定し、或いはＤＣＩ format ０のフォーマットのみを設定する。基地局はＤＣＩ forma
t ０とＵＥ特有検索領域によって端末にダウンリンク制御シグナリングを送信し、前記ダ
ウンリンク制御シグナリングは変調とコーディング方式のドメイン（ＩＭＣＳ）を含み、
前記ＩＭＣＳは２５６ＱＡＭをサポートするＭＣＳ表に基づくものである。基地局はＰＵ
ＳＣＨ上の端末が送信したアップリンクデータを受信する。このような設定は２５６ＱＡ
Ｍの使用は特定のＵＥに対するものであるためである。
【００９０】
　サブ実施例３： 本実施例において、仮に基地局は端末にアップリンク伝送モード１を
設定し、或いはＤＣＩ format ０のフォーマットのみを設定する。基地局はＤＣＩ forma
t ０によって端末にダウンリンク制御シグナリングを送信し、前記ダウンリンク制御シグ
ナリングは変調とコーディング方式のドメイン（ＩＭＣＳ）を含む。且つＳＰＳ Ｃ-ＲＮ
ＴＩによってダウンリンク制御シグナリングに対応するＣＲＣをスクランブリングする。
そして、前記ＩＭＣＳは２５６ＱＡＭをサポートしないＭＣＳ表に基づくものである。基
地局はＰＵＳＣＨ上の端末が送信したアップリンクデータを受信する。このような設定は
２５６ＱＡＭの使用が信号対干渉および雑音電力比条件に応じて柔軟に設定すべきである
ためである。
【００９１】
　サブ実施例４： 本実施例において、仮に基地局は端末にアップリンク伝送モード１を
設定し、或いはＤＣＩ format ０のフォーマットのみを設定する。基地局はＤＣＩ forma
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t ０によって端末にダウンリンク制御シグナリングを送信し、前記ダウンリンク制御シグ
ナリングは変調とコーディング方式のドメイン（ＩＭＣＳ）を含む。且つＣ-ＲＮＴＩに
よってダウンリンク制御シグナリングに対応するＣＲＣをスクランブリングする。そして
、前記ＩＭＣＳは２５６ＱＡＭをサポートするＭＣＳ表に基づくものである。基地局はＰ
ＵＳＣＨ上の端末が送信したアップリンクデータを受信する。このような設定は２５６Ｑ
ＡＭの使用が信号対干渉および雑音電力比条件に応じて柔軟に設定すべきであるためであ
る。
【００９２】
　サブ実施例５： 本実施例において、仮に基地局は端末にアップリンク伝送モード１を
設定し、或いはＤＣＩ format ０のフォーマットのみを設定する。基地局はＤＣＩ forma
t ０とＵＥ特有検索領域によって端末にダウンリンク制御シグナリングを送信し、前記ダ
ウンリンク制御シグナリングは変調とコーディング方式のドメイン（ＩＭＣＳ）を含む。
且つＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩによってダウンリンク制御シグナリングに対応するＣＲＣをスク
ランブリングする。そして前記ＩＭＣＳは２５６ＱＡＭをサポートしないＭＣＳ表に基づ
くものである。基地局はＰＵＳＣＨ上の端末が送信したアップリンクデータを受信する。
このような設定は２５６ＱＡＭの使用は特定のＵＥに対するものであり、２５６ＱＡＭの
使用が信号対干渉および雑音電力比条件に応じて柔軟に設定すべきであるためである。
【００９３】
　サブ実施例６： 本実施例において、仮に基地局は端末にアップリンク伝送モード１を
設定し、或いはＤＣＩ format ０のフォーマットのみを設定する。基地局はＤＣＩ forma
t ０とＵＥ特有検索領域によって端末にダウンリンク制御シグナリングを送信し、前記ダ
ウンリンク制御シグナリングは変調とコーディング方式のドメイン（ＩＭＣＳ）を含む。
且つＣ-ＲＮＴＩによってダウンリンク制御シグナリングに対応するＣＲＣをスクランブ
リングする。そして前記ＩＭＣＳは２５６ＱＡＭをサポートするＭＣＳ表に基づくもので
ある。基地局はＰＵＳＣＨ上の端末が送信したアップリンクデータを受信する。このよう
な設定は２５６ＱＡＭの使用は特定のＵＥに対するものである、２５６ＱＡＭの使用が信
号対干渉および雑音電力比条件に応じて柔軟に設定すべきであるためである。
【００９４】
　サブ実施例７： 本実施例において、仮に基地局は端末にアップリンク伝送モード２を
設定し、或いはＤＣＩ format ０/４の２種のフォーマットを設定する。基地局はＤＣＩ 
format ０によって端末にダウンリンク制御シグナリングを送信し、前記ダウンリンク制
御シグナリングは変調とコーディング方式のドメイン（ＩＭＣＳ）を含み、前記ＩＭＣＳ

は２５６ＱＡＭをサポートしないＭＣＳ表に基づくものである。基地局はＤＣＩ format 
４によって端末にダウンリンク制御シグナリングを送信し、前記ダウンリンク制御シグナ
リングは変調とコーディング方式のドメイン（ＩＭＣＳ）を含み、前記ＩＭＣＳは２５６
ＱＡＭをサポートするＭＣＳ表に基づくものである。基地局はＰＵＳＣＨ上の端末が送信
したアップリンクデータを受信する。ＤＣＩ format ４は複数のコードワードの伝送に対
するものであり、より高い信号対干渉および雑音電力比に対応可能なため、対応するアッ
プリンク伝送は２５６ＱＡＭを使用するより可能性がある。
【００９５】
　サブ実施例８： 本実施例において、仮に基地局は端末にアップリンク伝送モード２を
設定して、或いはＤＣＩ format ０/４の２種のフォーマットを設定する。基地局はＤＣ
Ｉ format ０と共通検索領域によって端末にダウンリンク制御シグナリングを送信し、前
記ダウンリンク制御シグナリングは変調とコーディング方式のドメイン（ＩＭＣＳ）を含
む際に、前記ＩＭＣＳは２５６ＱＡＭをサポートしないＭＣＳ表に基づくものである。基
地局はＤＣＩ format ０とＵＥ特有検索領域によって端末にダウンリンク制御シグナリン
グを送信し、前記ダウンリンク制御シグナリングは変調とコーディング方式のドメイン（
ＩＭＣＳ）を含む際に、前記ＩＭＣＳは２５６ＱＡＭをサポートするＭＣＳ表に基づくも
のである。基地局はＤＣＩ format ４によって端末にダウンリンク制御シグナリングを送
信し、前記ダウンリンク制御シグナリングは変調とコーディング方式のドメイン（ＩＭＣ
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Ｓ）を含む際に、前記ＩＭＣＳは２５６ＱＡＭをサポートするＭＣＳ表に基づくものであ
る。基地局はＰＵＳＣＨ上の端末が送信したアップリンクデータを受信する。ＤＣＩ for
mat ０に対しても２５６ＱＡＭをサポートする表を設定して、２５６ＱＡＭを使用する可
能性を与える。これはできるだけ２５６ＱＡＭを利用してスペクトル効率を向上させるこ
とを考える。また、２５６ＱＡＭの使用は特定のＵＥに対するものである。
【００９６】
　サブ実施例９： 本実施例において、仮に基地局は端末にアップリンク伝送モード２を
設定して、或いはＤＣＩ format ０/４の２種のフォーマットを設定する。基地局はＤＣ
Ｉ format ０によって端末にダウンリンク制御シグナリングを送信し、前記ダウンリンク
制御シグナリングは変調とコーディング方式のドメイン（ＩＭＣＳ）を含み、且つＳＰＳ
 Ｃ-ＲＮＴＩによってダウンリンク制御シグナリングに対応するＣＲＣをスクランブリン
グする際に、前記ＩＭＣＳは２５６ＱＡＭをサポートしないＭＣＳ表に基づくものである
。基地局はＤＣＩ format ０によって端末にダウンリンク制御シグナリングを送信し、前
記ダウンリンク制御シグナリングは変調とコーディング方式のドメイン（ＩＭＣＳ）を含
み、且つＣ-ＲＮＴＩによってダウンリンク制御シグナリングに対応するＣＲＣをスクラ
ンブリングする際に、前記ＩＭＣＳは２５６ＱＡＭをサポートするＭＣＳ表に基づくもの
である。基地局はＤＣＩ format ４によって端末にダウンリンク制御シグナリングを送信
し、前記ダウンリンク制御シグナリングは変調とコーディング方式のドメイン（ＩＭＣＳ

）を含む際に、前記ＩＭＣＳは２５６ＱＡＭをサポートするＭＣＳ表に基づくものである
。基地局はＰＵＳＣＨ上の端末が送信したアップリンクデータを受信する。ＤＣＩ forma
t ０に対しても２５６ＱＡＭをサポートする表を設定して、２５６ＱＡＭを使用する可能
性を与える。これはできるだけ２５６ＱＡＭを利用してスペクトル効率を向上させること
を考える。また、２５６ＱＡＭの使用は信号対干渉および雑音電力比条件に応じて柔軟に
設定すべきである。
【００９７】
　サブ実施例１０： 本実施例において、仮に基地局は端末にアップリンク伝送モード２
を設定して、或いはＤＣＩ format ０/４の２種のフォーマットを設定する。基地局はＤ
ＣＩ format ０と共通検索領域によって端末にダウンリンク制御シグナリングを送信し、
前記ダウンリンク制御シグナリングは変調とコーディング方式のドメイン（ＩＭＣＳ）を
含む際に、前記ＩＭＣＳは２５６ＱＡＭをサポートしないＭＣＳ表に基づくものである。
基地局はＤＣＩ format ０とＵＥ特有検索領域によって端末にダウンリンク制御シグナリ
ングを送信し、前記ダウンリンク制御シグナリングは変調とコーディング方式のドメイン
（ＩＭＣＳ）を含み、且つＣ-ＲＮＴＩによってダウンリンク制御シグナリングに対応す
るＣＲＣをスクランブリングする際に、前記ＩＭＣＳは２５６ＱＡＭをサポートするＭＣ
Ｓ表に基づくものである。基地局はＤＣＩ format ０とＵＥ特有検索領域によって端末に
ダウンリンク制御シグナリングを送信し、前記ダウンリンク制御シグナリングは変調とコ
ーディング方式のドメイン（ＩＭＣＳ）を含み、且つＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩによってダウン
リンク制御シグナリングに対応するＣＲＣをスクランブリングする際に、前記ＩＭＣＳは
２５６ＱＡＭをサポートしないＭＣＳ表に基づくものである。基地局はＤＣＩ format ４
によって端末にダウンリンク制御シグナリングを送信し、前記ダウンリンク制御シグナリ
ングは変調とコーディング方式のドメイン（ＩＭＣＳ）を含む際に、前記ＩＭＣＳは２５
６ＱＡＭをサポートするＭＣＳ表に基づくものである。基地局はＰＵＳＣＨ上の端末が送
信したアップリンクデータを受信する。ＤＣＩ format ０に対しても２５６ＱＡＭをサポ
ートする表を設定して、２５６ＱＡＭを使用する可能性を与える。これはできるだけ２５
６ＱＡＭを利用してスペクトル効率を向上させることを考える。また、２５６ＱＡＭの使
用は特定のＵＥに対するものである、２５６ＱＡＭの使用が信号対干渉および雑音電力比
条件に応じて柔軟に設定すべきである。
【００９８】
　実施例４
　基地局は２５６ＱＡＭをサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択する際に、ＤＣＩ f
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ング関係を設計する。現在、Release １１バージョンのＬＴＥプロトコル３６.２１３の
電力制御は６４ＱＡＭ及びより低次の変調方式に対するものである。新しいマッピング関
係を設計することは２５６ＱＡＭがより高い信号対干渉および雑音電力比条件を必要とす
ることを考え、アップリンク電力制御によってより高い信号対干渉および雑音電力比を提
供することができる。
【００９９】
　サブ実施例１： 本実施例において、基地局は端末に設定シグナリングを送信して、前
記シグナリングはアップリンク伝送に２５６ＱＡＭをサポートするＭＣＳ表を設定した。
基地局はＤＣＩ format ０或いはＤＣＩ format ４或いはＤＣＩ format ３によって端末
にダウンリンク制御シグナリングを送信し、前記ダウンリンク制御シグナリングはＴＰＣ
 command（伝送電力制御命令）ドメインを含む。ＴＰＣ commandドメインの取る値は０，
１，２，３である。ＴＰＣ commandドメイン（ＴＰＣ commandフィールド）から絶対と累
積伝送電力制御命令（Absolute and accumulated TPC command）までのマッピング関係を
表１に示す。
【表１】

【０１００】
　サブ実施例２： 本実施例において、基地局は端末に設定シグナリングを送信して、前
記シグナリングはアップリンク伝送に２５６ＱＡＭをサポートするＭＣＳ表を設定する。
基地局はＤＣＩ format ０或いはＤＣＩ format ４或いはＤＣＩ format ３によって端末
にダウンリンク制御シグナリングを送信し、前記ダウンリンク制御シグナリングはＴＰＣ
 command（伝送電力制御命令）ドメインを含む。ＴＰＣ commandドメインの取る値は０，
１，２，…，７である。ＴＰＣ commandドメインから絶対と累積伝送電力制御命令（Abso
lute and accumulated TPC command）までのマッピング関係を表２に示す。



(37) JP 2017-520964 A 2017.7.27

10

20

30

40

【表２】

【０１０１】
　サブ実施例３： 本実施例において、基地局は端末に設定シグナリングを送信して、前
記シグナリングはアップリンク伝送に２５６ＱＡＭをサポートするＭＣＳ表を設定する。
基地局はＤＣＩ format ３Ａによって端末にダウンリンク制御シグナリングを送信し、前
記ダウンリンク制御シグナリングはＴＰＣ commanドメインを含む。ＴＰＣ commandドメ
インの取る値は０，１である。ＴＰＣ commandドメインから累積伝送電力制御命令までの
マッピング関係を以下の表に示す。
【表３】

【０１０２】
　サブ実施例４： 本実施例において、基地局は端末に設定シグナリングを送信して、前
記シグナリングはアップリンク伝送に２５６ＱＡＭをサポートするＭＣＳ表を設定する。
基地局はＤＣＩ format ３Ａによって端末にダウンリンク制御シグナリングを送信し、前
記ダウンリンク制御シグナリングはＴＰＣ commandドメインを含む。ＴＰＣ commandドメ
インの取る値は０，１，２，３である。ＴＰＣ commandドメインから累積伝送電力制御命
令までのマッピング関係を以下の表に示す。
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【表４】

【０１０３】
　実施例５
　２５６ＱＡＭをサポートするアップリンクＭＣＳ表の設計。現在、Release １１バージ
ョンのＬＴＥプロトコル３６.２１３のアップリンクＭＣＳ表は最も高く６４ＱＡＭをサ
ポートし、２５６ＱＡＭをサポートしていない。
　サブ実施例１： 本実施例において、基地局は端末に設定シグナリングを送信して、前
記シグナリングはアップリンク伝送に２５６ＱＡＭをサポートするＭＣＳ表を設定する。
基地局はＤＣＩ format ０或いはＤＣＩ format ４によって端末にダウンリンク制御シグ
ナリングを送信し、前記ダウンリンク制御シグナリングは変調とコーディング方式のドメ
イン（ＩＭＣＳ）を含む。前記ＩＭＣＳは以下のようなＰＵＳＣＨの変調方式、ＴＢＳイ
ンデックス及び冗長バージョン表に基づくものである。表５にRelease １１バージョンの
ＬＴＥプロトコル３６.２１３のＰＵＳＣＨの変調方式、ＴＢＳインデックス及び冗長バ
ージョン表における前の６個の奇数ＩＴＢＳに対応するレベル及び６４ＱＡＭの最も高い
スペクトル効率レベル（ＩＴＢＳ＝２６）を削除して、７個の２５６ＱＡＭのレベルを増
加する。
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【表５】

【０１０４】
　サブ実施例２： 本実施例において、基地局は端末に設定シグナリングを送信して、前
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基地局はＤＣＩ format ０或いはＤＣＩ format ４によって端末にダウンリンク制御シグ
ナリングを送信し、前記ダウンリンク制御シグナリングは変調とコーディング方式のドメ
イン（ＩＭＣＳ）を含む。前記ＩＭＣＳは以下のようなＰＵＳＣＨの変調方式、ＴＢＳイ
ンデックス及び冗長バージョン表に基づくものであ。表６にRelease １１バージョンのＬ
ＴＥプロトコル３６.２１３のＰＵＳＣＨの変調方式、ＴＢＳインデックス及び冗長バー
ジョン表における前の４個の奇数ＩＴＢＳに対応するレベル、ＩＴＢＳ＝１０に対応する
１６ＱＡＭ、ＩＴＢＳ＝１９に対応する６４ＱＡＭレベル、及び６４ＱＡＭの最も高いス
ペクトル効率レベル（ＩＴＢＳ＝２６）を削除し、合計で７個のレベルであり、７個の２
５６ＱＡＭのレベルを増加する。
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【表６】

【０１０５】
　サブ実施例３： 本実施例において、基地局は端末に設定シグナリングを送信して、前
記シグナリングはアップリンク伝送に２５６ＱＡＭをサポートするＭＣＳ表を設定する。
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基地局はＤＣＩ format ０或いはＤＣＩ format ４によって端末にダウンリンク制御シグ
ナリングを送信し、前記ダウンリンク制御シグナリングは変調とコーディング方式のドメ
イン（ＩＭＣＳ）を含む。前記ＩＭＣＳは以下のようなＰＵＳＣＨの変調方式、ＴＢＳイ
ンデックス及び冗長バージョン表に基づくものであ。表７にRelease １１バージョンのＬ
ＴＥプロトコル３６.２１３のＰＵＳＣＨの変調方式、ＴＢＳインデックス及び冗長バー
ジョン表における前の５個の奇数ＩＴＢＳに対応するレベル、ＩＴＢＳ＝１０に対応する
１６ＱＡＭレベル、及び６４ＱＡＭの最も高いスペクトル効率レベル（ＩＴＢＳ＝２６）
を削除して、合計で７個のレベルであり、７個の２５６ＱＡＭのレベルを増加する。
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【表７】

【０１０６】
　以上を纏めて、本発明の実施例による高次コーディング変調処理装置は、本発明の実施
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例による高次コーディング変調処理方法を結び付けることができ、基地局は伝送タイプと
予め定義された情報に基づきＭ次変調方式をサポートする表を選択し或いはＭ次変調方式
をサポートしない表を選択する。前記伝送タイプはアップリンク伝送又はダウンリンク伝
送である。前記Ｍ次変調方式をサポートする表はＭ次変調方式をサポートするＭＣＳ表で
あり、前記Ｍ次変調方式をサポートしない表はＭ次変調方式をサポートしないＭＣＳ表で
あり、Ｍ≧２５６で、且つ正の整数である。基地局はダウンリンク制御情報を送信して、
前記ダウンリンク制御情報は変調とコーディング方式のドメイン（ＩＭＣＳ）を少なくと
も含み、ＩＭＣＳは基地局が選択したＭ次変調方式をサポートする又はサポートしない表
に基づくものである。ダウンリンクとアップリンクを実現し、基地局と端末のより高次の
変調方式に基づく伝送を実現し、現在の通信システムがより高次の変調方式をサポートで
きない課題を解決する。本発明の実施例による技術は信号対干渉および雑音電力比条件に
基づきＭ次変調方式をサポートする或いはサポートしない使用を柔軟に設定し、従来の無
線伝送ネットワークを兼ねる上で高次変調をサポートし、適応型コーディング変調をより
良く実現し、同時に伝送正確度を確保し、システムピーク速度とスペクトル効率を向上さ
せ、できるだけ設定を簡単化させ、表設定の複雑さを低下させる。
【０１０７】
　上記実施例による技術を採用して、合理的にＭ次変調方式の使用（Ｍが２５６以上であ
る）を設定でき、Ｍ次変調方式の使用に適切な信号対干渉および雑音電力比条件を提供す
る。Ｍ次変調方式の使用をよくサポートすることができ、スペクトル効率の向上と伝送正
確度の確保の関係を十分に考え、設定を簡単化させ、無線通信システムのデータ伝送ピー
ク速度及びスループットを向上させる。
【０１０８】
　他の実施例において、ソフトウェアを更に提供し、該ソフトウェアは上記実施例及び好
ましい実施形態に説明した技術を実行することに用いられる。
【０１０９】
　他の実施例において、記憶媒体を更に提供し、該記憶媒体に上記ソフトウェアが記憶さ
れ、該記憶媒体はコンパクトディスク、フロッピーディスク、ハードディスク、消去可能
なメモリ等を含むが、これらに制限されない。
【０１１０】
　当業者は、上記の本発明の各モジュール又は各ステップは汎用のコンピュータによって
実現することができ、それらは単一の計算装置に集積してもよいし、又は複数のコンピュ
ータからなるネットワークに配布されてもよく、選択的に、それらは、コンピュータが実
行可能なプログラムコードで実現してよく、それにより、それらを記憶装置に記憶してコ
ンピュータで実行してよい。且つある場合には、ここでの順序と異なる順序で示した又は
記述したステップを実行してもよく、又はそれらをそれぞれ各集積回路モジュールに製造
して、又はそれらにおける複数のモジュール又はステップを単一の集積回路モジュールに
製造して実現してもよいことを理解すべきである。このように、本発明はいずれの特定な
ハードウェアとソフトウェアの組み合わせに限定されるものではない。
【０１１１】
　以上は本発明の好ましい実施例であるに過ぎず、本発明を制限するためのものではなく
、当業者にとって、本発明は様々な変更と変形が可能である。本発明の趣旨と原則を逸脱
しない限り、行ったいずれの変更、等価な置き換え、改良等は、いずれも本発明の保護範
囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０１１２】
　本発明による上記した技術は、基地局は伝送タイプと予め定義された情報に基づきＭＣ
Ｓ表を選択して基地局が選択したＭＣＳ表に基づくＩＭＣＳを送信する技術手段を採用し
て、関連技術において、通常のテーブルはより高次変調方式をサポートできない技術的課
題を解決し、それにより基地局と端末がより高次の変調方式に基づく伝送を実現する。
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【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【手続補正書】
【提出日】平成28年11月22日(2016.11.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　例示する実施例において、基地局が伝送タイプと予め定義された情報に基づき変調とコ
ーディングポリシーのＭＣＳ表を選択することは、
　前記伝送タイプがダウンリンク伝送である際に、前記基地局は前記予め定義された情報
に基づきダウンリンクＭＣＳ表を選択することを含み、前記予め定義された情報はサブフ
レームセットに設定した表タイプを含み、前記表タイプは前記Ｍ次変調方式をサポートす
るチャンネル品質指示(ＣＱＩ)表又はＭ次変調方式をサポートしないＣＱＩ表である。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　例示する実施例において、前記サブフレームセットは前記基地局が設定したサブフレー
ムセット０及び/又はサブフレームセット１を含む。
 
【手続補正３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　例示する実施例において、前記基地局がサブフレームセットに設定した表タイプに基づ
きダウンリンクＭＣＳ表を選択する際に、前記方法は、
　サブフレームセット０又は/及びサブフレームセット１にＭ次変調方式をサポートする
チャンネル品質指示ＣＱＩ表を設定する際に、ダウンリンクサブフレームはＭ次変調方式
をサポートするＭＣＳ表を使用すること、
　サブフレームセットｉにＭ次変調方式をサポートするＣＱＩ表を設定して、サブフレー
ムセットｉはＭ次変調方式をサポートするＭＣＳ表を使用すること、サブフレームセット
ｉにＭ次変調方式をサポートしないＣＱＩ表を設定して、サブフレームセットｉはＭ次変
調方式をサポートしないＭＣＳ表を使用することの少なくとも一つを更に含み、
　ｉ＝０，１であること、サブフレームセット０とサブフレームセット１を除いたサブフ
レームに対して、
　専有の高レベルのシグナリングによってＭ次変調方式をサポートする又はサポートしな
いＭＣＳ表を設定すること、
　Ｍ次変調方式をサポートしないＭＣＳ表を使用するように予め定義されたこと、の少な
くとも一つを含むこと、
　サブフレームセット０とサブフレームセット１の少なくとも一つにＭ次変調方式をサポ
ートするＣＱＩ表を設定する際に、Ｍ次変調方式をサポートするＭＣＳ表を使用すること
、の少なくとも一つを更に含む。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　例示する実施例において、基地局が伝送タイプと予め定義された情報に基づき変調とコ
ーディングポリシーのＭＣＳ表を選択することは、
　前記伝送タイプがアップリンク伝送である際に、前記基地局は予め定義された情報に基
づきアップリンクＭＣＳ表を選択することを含み、前記予め定義された情報は、
　ダウンリンク伝送である際に設定した、Ｍ次変調方式をサポートするＣＱＩ表、Ｍ次変
調方式をサポートするＭＣＳ表の少なくとも一つを含む表タイプ、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むＤＣＩフォーマット(ＤＣＩ format
)、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むダウンリンク制御シグナリングに対
応する、共通検索領域、ＵＥ特有検索領域の少なくとも一つを含む検索領域、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むダウンリンク制御シグナリングに対
応する、半永続スケジューリングセル無線ネットワーク一時的アイデンティティＳＰＳ 
Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリング、セル無線ネットワーク一時的アイデンティティＣ-ＲＮＴ
Ｉスクランブリングの少なくとも一つを含む周期的冗長検査ＣＲＣスクランブリング方式
、
　アップリンク伝送モード、
　基地局に設定したアップリンクサブフレームセット、
　予め定義されたアップリンクサブフレームセット、の少なくとも一つを含む。
 
【手続補正５】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　例示する実施例において、前記ＤＣＩ formatは、ＤＣＩ format ０，ＤＣＩ format 
４の少なくとも一つを含む。
 
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　例示する実施例において、前記基地局が、ダウンリンク伝送である際に設定した表タイ
プに基づきアップリンクＭＣＳ表を選択する際に、前記方法は、
　ダウンリンク伝送にＭ次変調方式をサポートするＣＱＩ表及び/又はＭ次変調方式をサ
ポートするＭＣＳ表を設定する際に、特定のシーンのアップリンク伝送にＭ次変調方式を
サポートするアップリンクＭＣＳ表を設定すること、
　ダウンリンク伝送にＭ次変調方式をサポートするＣＱＩ表及び/又はＭ次変調方式をサ
ポートするＭＣＳ表を設定し、且つ特定のシーンのアップリンク伝送は物理アップリンク
共有チャンネルＰＵＳＣＨにチャンネル状態情報ＣＳＩを送信する際に、該アップリンク
伝送にＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ表を設定すること、
　基地局が送信した設定シグナリングによって前記アップリンク伝送にＭ次変調方式をサ
ポートする又はサポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、の少なくとも一つ
を更に含む。
 
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　例示する実施例において、前記特定のシーンは時分割複信ＴＤＤ伝送を含む。
 
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　例示する実施例において、前記基地局が、ＤＣＩフォーマット(ＤＣＩ format)、ダウ
ンリンク制御シグナリングに対応する検索領域、ダウンリンク制御シグナリングに対応す
るＣＲＣスクランブリング方式、アップリンク伝送モードの少なくとも一つに基づきアッ
プリンクＭＣＳ表を選択する際に、前記方法は、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード１を設定し、或いはＤＣＩ formatをＤＣ
Ｉ format ０のみとして設定する際に、ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領
域が共通検索領域であると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭ
ＣＳ表を選択すること、ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領域がＵＥ特有検
索領域であると、基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択する



(48) JP 2017-520964 A 2017.7.27

こと、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード１を設定し、或いはＤＣＩ formatをＤＣ
Ｉ format ０のみとして設定する際に、ダウンリンク制御シグナリングに対応するＣＲＣ
スクランブリング方式がＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングであると、前記基地局はＭ
次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、ダウンリンク制御シ
グナリングに対応するＣＲＣスクランブリング方式がＣ-ＲＮＴＩスクランブリングであ
ると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択すること、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード１を設定し、或いはＤＣＩ formatをＤＣ
Ｉ format ０のみとして設定する際に、ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領
域が共通検索領域であると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭ
ＣＳ表を選択すること、ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領域がＵＥ特有検
索領域で且つＣＲＣスクランブリング方式がＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングである
と、基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、ダウ
ンリンク制御シグナリングに対応する検索領域がＵＥ特有検索領域で且つＣＲＣスクラン
ブリング方式がＣ-ＲＮＴＩスクランブリングであると、基地局はＭ次変調方式をサポー
トするアップリンクＭＣＳ表を選択すること、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード２を設定し、或いはＤＣＩ format ０とＤ
ＣＩ format ４の２種のＤＣＩ formatを設定する際に、前記基地局はＤＣＩ format ０
によってダウンリンク制御シグナリングを送信して、且つ前記ダウンリンク制御シグナリ
ングに対応する検索領域が共通検索領域であると、前記基地局はＭ次変調方式をサポート
しないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ０によってダ
ウンリンク制御シグナリングを送信して、且つダウンリンク制御シグナリングに対応する
検索領域がＵＥ特有検索領域であると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップ
リンクＭＣＳ表を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ４によってダウンリンク制
御シグナリングを送信すると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭ
ＣＳ表を選択すること、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード２を設定し、或いはＤＣＩ format ０とＤ
ＣＩ format ４の２種のＤＣＩ formatを設定する際に、前記基地局はＤＣＩ format ０
によってダウンリンク制御シグナリングを送信して、且つダウンリンク制御シグナリング
に対応するＣＲＣスクランブリング方式がＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングであると
、前記基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、前
記基地局はＤＣＩ format ０によってダウンリンク制御シグナリングを送信して、且つダ
ウンリンク制御シグナリングに対応するＣＲＣスクランブリング方式がＣ-ＲＮＴＩスク
ランブリングであると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表
を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ４によってダウンリンク制御シグナリング
を送信すると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択す
ること、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード２を設定し、或いはＤＣＩ format ０とＤ
ＣＩ format ４の２種のＤＣＩ formatを設定する際に、前記基地局はＤＣＩ format ０
によってダウンリンク制御シグナリングを送信して、且つダウンリンク制御シグナリング
に対応する検索領域が共通検索領域であると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートしな
いアップリンクＭＣＳ表を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ０によってダウン
リンク制御シグナリングを送信して、且つダウンリンク制御シグナリングに対応する検索
領域がＵＥ特有検索領域であり、ＣＲＣスクランブリング方式がＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩスク
ランブリングであると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ
表を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ０によってダウンリンク制御シグナリン
グを送信して、且つダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領域がＵＥ特有検索領
域であり、ＣＲＣスクランブリング方式がＣ-ＲＮＴＩスクランブリングであると、前記
基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択すること、基地局はＤ
ＣＩ format ４によってダウンリンク制御シグナリングを送信すると、基地局はＭ次変調
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方式をサポートするアップリンク表を選択すること、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード２を設定して、或いはＤＣＩ format ０と
ＤＣＩ format ４の２種のＤＣＩ formatを設定する際に、前記基地局はＤＣＩ format 
０によってダウンリンク制御シグナリングを送信すると、前記基地局はＭ次変調方式をサ
ポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ４によ
ってダウンリンク制御シグナリングを送信すると、前記基地局はＭ次変調方式をサポート
するアップリンクＭＣＳ表を選択すること、の少なくとも一つを更に含む。
 
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　例示する実施例において、基地局は伝送タイプと予め定義された情報に基づきＭ次変調
方式をサポートする変調とコーディングポリシーのＭＣＳ表を選択した後に、基地局は端
末に前記基地局が端末に送信した前記ダウンリンク制御シグナリングを送信し、前記ダウ
ンリンク制御シグナリングは伝送電力制御指令ＴＰＣ commandドメインを含み、前記ＴＰ
Ｃ commandドメインは、以下の特徴の一つを少なくとも含み、その特徴は、
　前記ダウンリンク制御シグナリングはＤＣＩ format ３Ａによって送信される際に、前
記ＴＰＣ commandドメインはＮ１ビットで示され、Ｎ１は１以上の正の整数であり、且つ
ＴＰＣ commandドメインに対応するＴＰＣ command数値は－１と１を除いた整数を含む特
徴、
　前記ダウンリンク制御シグナリングはＤＣＩ format ３Ａを除いたＤＣＩ formatによ
って送信される際に、前記ＴＰＣ commandドメインはＮ２ビットで示され、Ｎ２は２以上
の正の整数であり、且つＴＰＣ commandドメインに対応するＴＰＣ command数値は－１，
０，１，３を除いた整数を含む特徴、である。
 
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　例示する実施例において、前記伝送タイプがダウンリンク伝送である際に、前記基地局
は前記予め定義された情報に基づきダウンリンクＭＣＳ表を選択し、前記予め定義された
情報は、
　サブフレームセットに設定した表タイプを含み、前記表タイプは前記Ｍ次変調方式をサ
ポートするチャンネル品質指示ＣＱＩ表又はＭ次変調方式をサポートしないＣＱＩ表であ
る。
 
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　例示する実施例において、前記サブフレームセットは前記基地局が設定したサブフレー
ムセット０及び/又はサブフレームセット１を含む。
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【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　例示する実施例において、前記伝送タイプがダウンリンク伝送であり、且つ前記基地局
が選択したＭＣＳ表がダウンリンクＭＣＳ表である際に、前記方法は、
　サブフレームセット０又は/及びサブフレームセット１にＭ次変調方式をサポートする
ＣＱＩ表を設定する際に、ダウンリンクサブフレームはＭ次変調方式をサポートするＭＣ
Ｓ表を使用すること、
　サブフレームセットｉにＭ次変調方式をサポートするＣＱＩ表を設定する際に、サブフ
レームセットｉはＭ次変調方式をサポートするＭＣＳ表を使用すること、サブフレームセ
ットｉにＭ次変調方式をサポートしないＣＱＩ表を設定する際に、サブフレームセットｉ
はＭ次変調方式をサポートしないＭＣＳ表を使用すること、ｉ＝０，１であり、サブフレ
ームセット０とサブフレームセット１を除いたサブフレームに対して、
　専有の高レベルのシグナリングによってＭ次変調方式をサポートする又はサポートしな
いＭＣＳ表を設定すること、
　Ｍ次変調方式をサポートしないＭＣＳ表を使用するように予め定義されたこと、の少な
くとも一つを含むこと、
　サブフレームセット０とサブフレームセット１の少なくとも一つにＭ次変調方式をサポ
ートするＣＱＩ表を設定する際に、Ｍ次変調方式をサポートするＭＣＳ表を使用すること
、の少なくとも一つを更に含む。
 
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　例示する実施例において、前記伝送タイプがアップリンク伝送である際に、前記基地局
は前記予め定義された情報に基づきアップリンクＭＣＳ表を選択し、前記予め定義された
情報は、
　ダウンリンク伝送である際に設定した、Ｍ次変調方式をサポートするＣＱＩ表、Ｍ次変
調方式をサポートするＭＣＳ表の少なくとも一つを含む表タイプ、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むＤＣＩフォーマット(ＤＣＩ format
)、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むダウンリンク制御シグナリングに対
応する、共通検索領域、ＵＥ特有検索領域の少なくとも一つを含む検索領域、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むダウンリンク制御シグナリングに対
応する、ＳＰＳセル無線ネットワーク一時的アイデンティティＣ-ＲＮＴＩスクランブリ
ング、Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングの少なくとも一つを含む周期的冗長検査ＣＲＣスク
ランブリング方式、
　アップリンク伝送モード、
　基地局が設定したアップリンクサブフレームセット、
　予め定義されたアップリンクサブフレームセット、の少なくとも一つを含む。
 
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　例示する実施例において、前記ＤＣＩ formatは、ＤＣＩ format ０，ＤＣＩ format 
４の少なくとも一つを含む。
 
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　例示する実施例において、前記基地局はダウンリンク伝送である際に設定した表タイプ
に基づきアップリンクＭＣＳ表を選択する際に、前記方法は、
　ダウンリンク伝送にＭ次変調方式をサポートするＣＱＩ表及び/又はＭ次変調方式をサ
ポートするＭＣＳ表を設定する際に、特定のシーンのアップリンク伝送にＭ次変調方式を
サポートするアップリンクＭＣＳ表を設定すること、
　ダウンリンク伝送にＭ次変調方式をサポートするＣＱＩ表及び/又はＭ次変調方式をサ
ポートするＭＣＳ表を設定し、且つ特定のシーンのアップリンク伝送は物理アップリンク
共有チャンネルＰＵＳＣＨにチャンネル状態情報ＣＳＩを送信する際に、該アップリンク
伝送にＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ表を設定すること、
　基地局が送信した設定シグナリングによって前記アップリンク伝送にＭ次変調方式をサ
ポートする又はサポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、の少なくとも一つ
を更に含む。
 
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　例示する実施例において、前記特定のシーンは時分割複信ＴＤＤ伝送を含む。
 
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　例示する実施例において、前記基地局はＤＣＩフォーマット(ＤＣＩ format)、ダウン
リンク制御シグナリングに対応する検索領域、ダウンリンク制御シグナリングに対応する
ＣＲＣスクランブリング方式、アップリンク伝送モードの少なくとも一つに基づきアップ
リンクＭＣＳ表を選択する際に、前記方法は、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード１を設定し、或いはＤＣＩ formatをＤＣ
Ｉ format ０のみとして設定する際に、ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領
域が共通検索領域であると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭ
ＣＳ表を選択すること、ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領域がＵＥ特有検
索領域であると、基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択する
こと、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード１を設定し、或いはＤＣＩ formatをＤＣ
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Ｉ format ０のみとして設定する際に、ダウンリンク制御シグナリングに対応するＣＲＣ
スクランブリング方式がＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングであると、前記基地局はＭ
次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、ダウンリンク制御シ
グナリングに対応するＣＲＣスクランブリング方式がＣ-ＲＮＴＩスクランブリングであ
ると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択すること、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード１を設定し、或いはＤＣＩ formatをＤＣ
Ｉ format ０のみとして設定する際に、ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領
域が共通検索領域であると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭ
ＣＳ表を選択すること、ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領域がＵＥ特有検
索領域で且つＣＲＣスクランブリング方式がＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングである
と、基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、ダウ
ンリンク制御シグナリングに対応する検索領域がＵＥ特有検索領域で且つＣＲＣスクラン
ブリング方式がＣ-ＲＮＴＩスクランブリングであると、基地局はＭ次変調方式をサポー
トするアップリンクＭＣＳ表を選択すること、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード２を設定し、或いはＤＣＩ format ０とＤ
ＣＩ format ４の２種のＤＣＩ formatを設定する際に、前記基地局はＤＣＩ format ０
によってダウンリンク制御シグナリングを送信して、且つ前記ダウンリンク制御シグナリ
ングに対応する検索領域が共通検索領域であると、前記基地局はＭ次変調方式をサポート
しないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ０によってダ
ウンリンク制御シグナリングを送信して、且つダウンリンク制御シグナリングに対応する
検索領域がＵＥ特有検索領域であると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップ
リンクＭＣＳ表を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ４によってダウンリンク制
御シグナリングを送信すると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭ
ＣＳ表を選択すること、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード２を設定し、或いはＤＣＩ format ０とＤ
ＣＩ format ４の２種のＤＣＩ formatを設定する際に、前記基地局はＤＣＩ format ０
によってダウンリンク制御シグナリングを送信して、且つダウンリンク制御シグナリング
に対応するＣＲＣスクランブリング方式がＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングであると
、前記基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、前
記基地局はＤＣＩ format ０によってダウンリンク制御シグナリングを送信して、且つダ
ウンリンク制御シグナリングに対応するＣＲＣスクランブリング方式がＣ-ＲＮＴＩスク
ランブリングであると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表
を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ４によってダウンリンク制御シグナリング
を送信すると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択す
ること、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード２を設定し、或いはＤＣＩ format ０とＤ
ＣＩ format ４の２種のＤＣＩ formatを設定する際に、前記基地局はＤＣＩ format ０
によってダウンリンク制御シグナリングを送信して、且つダウンリンク制御シグナリング
に対応する検索領域が共通検索領域であると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートしな
いアップリンクＭＣＳ表を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ０によってダウン
リンク制御シグナリングを送信して、且つダウンリンク制御シグナリングに対応する検索
領域がＵＥ特有検索領域であり、ＣＲＣスクランブリング方式がＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩスク
ランブリングであると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ
表を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ０によってダウンリンク制御シグナリン
グを送信して、且つダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領域がＵＥ特有検索領
域であり、ＣＲＣスクランブリング方式がＣ-ＲＮＴＩスクランブリングであると、前記
基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択すること、基地局はＤ
ＣＩ format ４によってダウンリンク制御シグナリングを送信すると、基地局はＭ次変調
方式をサポートするアップリンク表を選択すること、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード２を設定して、或いはＤＣＩ format ０と
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ＤＣＩ format ４の２種のＤＣＩ formatを設定する際に、前記基地局はＤＣＩ format 
０によってダウンリンク制御シグナリングを送信すると、前記基地局はＭ次変調方式をサ
ポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ４によ
ってダウンリンク制御シグナリングを送信すると、前記基地局はＭ次変調方式をサポート
するアップリンクＭＣＳ表を選択すること、の少なくとも一つを更に含む。
 
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　例示する実施例において、前記基地局は設定した或いは予め定義されたアップリンクサ
ブフレームセットに基づきアップリンクＭＣＳ表を選択する際に、前記方法は、
　サブフレームセット２とサブフレームセット３に対して、前記基地局はそれぞれＭ次変
調方式をサポートする又はサポートしないアップリンクＭＣＳ表を設定して、前記サブフ
レームセット２と３は基地局が設定したアップリンクサブフレームセット、或いは予め定
義されたサブフレームセットであること、
　基地局はサブフレームセット２だけにＭ次変調方式をサポートする又はサポートしない
アップリンクＭＣＳ表を設定して、サブフレームセット３はＭ次変調方式をサポートしな
いアップリンクＭＣＳ表を使用すること、
　基地局はサブフレームセット３だけにＭ次変調方式をサポートする又はサポートしない
アップリンクＭＣＳ表を設定して、サブフレームセット２はＭ次変調方式をサポートしな
いアップリンクＭＣＳ表を使用すること、の少なくとも一つを更に含む。
 
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　例示する実施例において、基地局はＭ次変調方式をサポートするＭＣＳ表を選択する際
に、端末は基地局が送信したダウンリンク制御シグナリングを受信し、前記ダウンリンク
制御シグナリングは伝送電力制御指令ＴＰＣ commandドメインを少なくとも含み、前記Ｔ
ＰＣ commandドメインは、少なくとも以下の特徴の一つを含み、その特徴は、
　前記ダウンリンク制御シグナリングはＤＣＩ format ３Ａによって送信される際に、前
記ＴＰＣ commandドメインはＮ１ビットで示され、Ｎ１は１以上の正の整数であり、且つ
ＴＰＣ commandドメインに対応するＴＰＣ command数値は－１と１を除いた整数を含む特
徴、
　前記ダウンリンク制御シグナリングはＤＣＩ format ３Ａを除いたＤＣＩ formatによ
って送信される際に、前記ＴＰＣ commandドメインはＮ２ビットで示され、Ｎ２は２以上
の正の整数であり、且つＴＰＣ commandドメインに対応するＴＰＣ command数値は－１，
０，１，３を除いた整数を含む特徴、である。
 
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
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　例示する実施例において、前記選択モジュールはさらに、前記伝送タイプがダウンリン
ク伝送である際に、前記予め定義された情報に基づきダウンリンクＭＣＳ表を選択するよ
うに設定され、前記予め定義された情報はサブフレームセットに設定した表タイプを含み
、前記表タイプは前記Ｍ次変調方式をサポートするＭＣＳ表又はＭ次変調方式をサポート
しないＭＣＳ表である。
 
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　例示する実施例において、前記受信モジュールは、前記伝送タイプがダウンリンク伝送
であり、前記基地局は前記予め定義された情報に基づきダウンリンクＭＣＳ表を選択し、
且つ前記予め定義された情報は、
　サブフレームセットに設定した表タイプの情報を含む際に、ＩＭＣＳを受信するように
設定され、前記表タイプは前記Ｍ次変調方式をサポートするＭＣＳ表又はＭ次変調方式を
サポートしないＭＣＳ表である。
 
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　例示する実施例において、前記受信モジュールは、前記伝送タイプがアップリンク伝送
であり、前記基地局は前記予め定義された情報に基づきダウンリンクＭＣＳ表を選択して
、且つ前記予め定義された情報は、
　ダウンリンク伝送である際に設定した、Ｍ次変調方式をサポートするＣＱＩ表、Ｍ次変
調方式をサポートするＭＣＳ表の少なくとも一つを含む表タイプ、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むＤＣＩフォーマット(ＤＣＩ format
)、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むダウンリンク制御シグナリングに対
応する、共通検索領域、ＵＥ特有検索領域の少なくとも一つを含含む検索領域、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むダウンリンク制御シグナリングに対
応する、ＳＰＳセル無線ネットワーク一時的アイデンティティＣ-ＲＮＴＩスクランブリ
ング、Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングの少なくとも一つを含む周期的冗長検査ＣＲＣスク
ランブリング方式、
　アップリンク伝送モード、
　基地局が設定したアップリンクサブフレームセット、
　予め定義されたアップリンクサブフレームセット、の少なくとも一つを含む際に、ＩＭ

ＣＳを受信するように設定される。
 
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　本実施例において、Ｍが取る値は、１２８，２５６，５１２，１０２４等であってもよ
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く、例示する実施例において、Ｍの取る値は、２５６である。
 
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　本実施例において、上記伝送タイプがダウンリンク伝送である際に、上記基地局は上記
予め定義された情報に基づきダウンリンクＭＣＳ表を選択し、その中、上記予め定義され
た情報はサブフレームセットに設定した表タイプを含み、上記表タイプは上記Ｍ次変調方
式をサポートするＣＱＩ表又はＭ次変調方式をサポートしないＣＱＩ表である。サブフレ
ームセットは、上記基地局が設定したサブフレームセット０及び/又はサブフレームセッ
ト１を含む。好ましくは、サブフレームセット０は高レベル（高階層）が設定したＣＳＩ
測定用のサブフレームセットＣＣＳＩ,０であり, サブフレームセット１は高レベルが設
定したＣＳＩ測定用のサブフレームセットＣＣＳＩ,１であり、或いは、サブフレームセ
ット０は高レベルが設定したＣＳＩ測定用のサブフレームセットＣＣＳＩ,１であり、サ
ブフレームセット１は高レベルが設定したＣＳＩ測定用のサブフレームセットＣＣＳＩ,

０である。
　基地局はサブフレームセットに設定した表タイプに基づきダウンリンクＭＣＳ表を選択
する際に、以下の少なくとも一つを含む。
　サブフレームセット０（subframe set 0）又は/及びサブフレームセット１（subframe 
set 1）にＭ次変調方式をサポートするチャンネル品質指示ＣＱＩ表を設定する際に、ダ
ウンリンクサブフレームはＭ次変調方式をサポートするＭＣＳ表を使用する。例示する実
施例において、ダウンリンクサブフレームは予め定義されたようにＭ次変調方式をサポー
トするＭＣＳ表を使用でき、その中、「予め定義されたように使用する」とは、高レベル
のシグナリングにより設定をしないことである。特に説明する必要があることは、ダウン
リンクサブフレームは予め定義されたようにＭ次変調方式をサポートするＭＣＳ表を使用
して、前記ダウンリンクサブフレームに変調とコーディング方式のドメインを含むダウン
リンク制御シグナリングは、Ｍ次変調方式をサポートする必要があり、且つ前記ダウンリ
ンク制御シグナリングのＣＲＣスクランブリング方式は、Ｍ次変調方式をサポートする必
要がある。
 
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
　本実施例において、上記伝送タイプがアップリンク伝送である際に、上記基地局は予め
定義された情報に基づきアップリンクＭＣＳ表を選択し、上記予め定義された情報は、以
下の少なくとも一つを含む。
　・ダウンリンク伝送である際に設定した表タイプ。上記表タイプは、Ｍ次変調方式をサ
ポートするＣＱＩ表、Ｍ次変調方式をサポートするＭＣＳ表の少なくとも一つを含む。
　・ＤＣＩフォーマット(ＤＣＩ format)。ＤＣＩに変調とコーディング方式のドメイン
ＩＭＣＳを含む。
　・ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領域。上記検索領域は、共通検索領域
、ＵＥ特有検索領域の少なくとも一つを含み、その中、ＤＣＩに変調とコーディング方式
のドメインＩＭＣＳを含む。
　・ダウンリンク制御シグナリングに対応する周期的冗長検査(ＣＲＣ：Cyclic Redundan
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cy Check)スクランブリング方式。上記ＣＲＣスクランブリング方式は、ＳＰＳ Ｃ-ＲＮ
ＴＩスクランブリング、Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングの少なくとも一つを含み、その中
、ＤＣＩに変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含む。
・アップリンク伝送モード。
・基地局が設定したアップリンクサブフレームセット。例示する実施例において、該サブ
フレームセットは上記サブフレームセット０又はサブフレームセット１を含んでもよい。
・予め定義されたアップリンクサブフレームセット。
 
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　一つの例示する実施例において、上記特定のシーンは時分割複信（ＴＤＤ: Time Divis
ion Duplex）伝送を含む。
 
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７２】
　本実施例において高次コーディングの変調処理装置を更に提供し、該装置は、端末に適
用でき、図４に示すように、受信モジュール４０とデータ処理モジュール４２を含む。
　受信モジュール４０は、基地局が送信したダウンリンク制御シグナリングを受信して、
前記ダウンリンク制御シグナリングは変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳの少な
くとも一つを含むように設定される。上記ＩＭＣＳは基地局が伝送タイプと予め定義され
た情報に基づき選択したＭＣＳ表に基づくものである。上記ＭＣＳ表は、Ｍ次変調方式を
サポートするＭＣＳ表、及びＭ次変調方式をサポートしないＭＣＳ表を含み、Ｍ＞６４で
あり、一つの例示する実施例において、ダウンリンク制御情報は、ＴＰＣ commandを更に
含んでもよい。
 
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
　実施例１
　実施例１において、予め定義されたサブフレームセットに設定したＣＱＩ表に基づきダ
ウンリンクサブフレームに使用されるＭＣＳ表を確定する。前記予め定義されたサブフレ
ームセットは、基地局が設定したサブフレームセット０、及び/又はサブフレームセット
１を含む。前記予め定義されたサブフレームセットに設定したＣＱＩ表に基づきダウンリ
ンクサブフレームに使用されるＭＣＳ表を確定することは、予め定義されたサブフレーム
セットにおける少なくとも一つに２５６ＱＡＭをサポートするＣＱＩ表を設定する際に、
すべてのダウンリンクサブフレームは２５６ＱＡＭをサポートするＭＣＳ表を使用し、す
べてのダウンリンクサブフレームには設定されたサブフレームセット０/１に属しないサ
ブフレームが含まれる。
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【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８０】
　サブ実施例１： 本実施例において、基地局は端末に設定シグナリングを送信して、前
記シグナリングはサブフレームセット０とサブフレームセット１を設定する。基地局は端
末に設定シグナリング１を送信して、該シグナリングはサブフレームセット０に対して２
５６ＱＡＭ変調方式をサポートする表を設定し、前記２５６ＱＡＭをサポートする表は２
５６ＱＡＭをサポートするＣＱＩ表であり、サブフレームセット１に対して２５６ＱＡＭ
をサポートしない表を選択し、前記２５６ＱＡＭをサポートしない表はＬＴＥ Rel-１１
バージョン標準３６.２１３のＣＱＩ表である。基地局はダウンリンクサブフレームには
端末にダウンリンク制御シグナリングを送信し、前記ダウンリンク制御シグナリングは変
調とコーディング方式のドメイン（ＩＭＣＳ）を含み、端末は基地局が送信したダウンリ
ンク制御シグナリングを受信すると、ＩＭＣＳは２５６ＱＡＭをサポートするＭＣＳ表に
基づくものである。サブフレームセット０と１の少なくとも一つに２５６ＱＡＭをサポー
トするＣＱＩ表を設定する際に、すべてのダウンリンクサブフレームに２５６ＱＡＭをサ
ポートするＭＣＳ表を設定し、設定を簡単化させ、高次変調方式を利用する機会を増やし
、即ち２５６ＱＡＭであり、同時に高い信号対雑音比の条件で２５６ＱＡＭを利用してス
ペクトル効率を向上させることが可能である。
 
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０８】
　他の実施例において、ソフトウェアを更に提供し、該ソフトウェアは上記実施例及び例
示する実施形態に説明した技術を実行することに用いられる。
 
【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１１】
　以上は本発明の例示する実施例であるに過ぎず、本発明を制限するためのものではなく
、当業者にとって、本発明は様々な変更と変形が可能である。本発明の趣旨と原則を逸脱
しない限り、行ったいずれの変更、等価な置き換え、改良等は、いずれも本発明の保護範
囲に含まれる。
 
【手続補正３２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局は伝送タイプと予め定義された情報に基づき変調とコーディングポリシーのＭＣ
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Ｓ表を選択し、前記ＭＣＳ表はＭ次変調方式をサポートするＭＣＳ表及びＭ次変調方式を
サポートしないＭＣＳ表を含み、Ｍ＞６４であることと、
　前記基地局は端末にダウンリンク制御シグナリングを送信し、前記ダウンリンク制御シ
グナリングは変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含み、前記ＩＭＣＳは基地局
により選択したＭ次変調方式をサポートする又はサポートしないＭＣＳ表に基づくもので
あることと、を含む高次コーディングの変調処理方法。
【請求項２】
　基地局は伝送タイプと予め定義された情報に基づき変調とコーディングポリシーのＭＣ
Ｓ表を選択することは、
　前記伝送タイプがダウンリンク伝送である際に、前記基地局は前記予め定義された情報
に基づきダウンリンクＭＣＳ表を選択することを含み、前記予め定義された情報はサブフ
レームセットに設定した表タイプを含み、前記表タイプは前記Ｍ次変調方式をサポートす
るチャンネル品質指示ＣＱＩ表又はＭ次変調方式をサポートしないＣＱＩ表であり、
　前記サブフレームセットは前記基地局が設定したサブフレームセット０及び/又はサブ
フレームセット１を含み、
　前記基地局がサブフレームセットに設定した表タイプに基づきダウンリンクＭＣＳ表を
選択する際に、前記方法は、
　サブフレームセット０又は/及びサブフレームセット１にＭ次変調方式をサポートする
チャンネル品質指示ＣＱＩ表を設定する際に、ダウンリンクサブフレームはＭ次変調方式
をサポートするＭＣＳ表を使用すること、
　サブフレームセットｉにＭ次変調方式をサポートするＣＱＩ表を設定する際に、サブフ
レームセットｉはＭ次変調方式をサポートするＭＣＳ表を使用すること、サブフレームセ
ットｉにＭ次変調方式をサポートしないＣＱＩ表を設定する際に、サブフレームセットｉ
はＭ次変調方式をサポートしないＭＣＳ表を使用すること、ｉ＝０，１であり、サブフレ
ームセット０とサブフレームセット１を除いたサブフレームに対して、
　専有の上位層シグナリングによってＭ次変調方式をサポートする又はサポートしないＭ
ＣＳ表を設定すること、
　Ｍ次変調方式をサポートしないＭＣＳ表を使用するように予め定義されたこと、の少な
くとも一つを含むこと、
　サブフレームセット０とサブフレームセット１の少なくとも一つにＭ次変調方式をサポ
ートするＣＱＩ表を設定する際に、Ｍ次変調方式をサポートするＭＣＳ表を使用すること
、の少なくとも一つを更に含む請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　基地局は伝送タイプと予め定義された情報に基づき変調とコーディングポリシーのＭＣ
Ｓ表を選択することは、
　前記伝送タイプがアップリンク伝送である際に、前記基地局は予め定義された情報に基
づきアップリンクＭＣＳ表を選択することを含み、前記予め定義された情報は、
　ダウンリンク伝送である際に設定した、Ｍ次変調方式をサポートするＣＱＩ表、Ｍ次変
調方式をサポートするＭＣＳ表の少なくとも一つを含む表タイプ、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むＤＣＩのＤＣＩフォーマット(ＤＣ
Ｉ format)、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むダウンリンク制御シグナリングに対
応する、共通検索領域、ＵＥ特有検索領域の少なくとも一つを含む検索領域、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むダウンリンク制御シグナリングに対
応する、半永続スケジューリングセル無線ネットワーク一時的アイデンティティＳＰＳ 
Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリング、セル無線ネットワーク一時的アイデンティティＣ-ＲＮＴ
Ｉスクランブリングの少なくとも一つを含む周期的冗長検査ＣＲＣスクランブリング方式
、
　アップリンク伝送モード、
　基地局が設定したアップリンクサブフレームセット、
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　予め定義されたアップリンクサブフレームセット、
の少なくとも一つを含む請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＤＣＩ formatは、ＤＣＩ format ０，ＤＣＩ format ４の少なくとも一つを含む
請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記基地局はダウンリンク伝送である際に設定した表タイプに基づきアップリンクＭＣ
Ｓ表を選択する際に、前記方法は、
　ダウンリンク伝送にＭ次変調方式をサポートするＣＱＩ表及び/又はＭ次変調方式をサ
ポートするＭＣＳ表を設定する際に、特定のシーンのアップリンク伝送にＭ次変調方式を
サポートするアップリンクＭＣＳ表を設定すること、
　ダウンリンク伝送にＭ次変調方式をサポートするＣＱＩ表及び/又はＭ次変調方式をサ
ポートするＭＣＳ表を設定し、且つ特定のシーンのアップリンク伝送は物理アップリンク
共有チャンネルＰＵＳＣＨにおいてチャンネル状態情報ＣＳＩを送信する際に、該アップ
リンク伝送にＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ表を設定すること、
　基地局が送信した設定シグナリングによって前記アップリンク伝送にＭ次変調方式をサ
ポートする又はサポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、の少なくとも一つ
を更に含み、
　前記特定のシーンは時分割複信ＴＤＤ伝送を含む請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記基地局は、ＤＣＩ フォーマット(ＤＣＩ format)、ダウンリンク制御シグナリング
に対応する検索領域、ダウンリンク制御シグナリングに対応するＣＲＣスクランブリング
方式、アップリンク伝送モードの少なくとも一つに基づきアップリンクＭＣＳ表を選択す
る際に、前記方法は、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード１を設定し、或いはＤＣＩ formatをＤＣ
Ｉ format ０のみとして設定する際に、ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領
域が共通検索領域であると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭ
ＣＳ表を選択すること、ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領域がＵＥ特有検
索領域であると、基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択する
こと、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード１を設定し、或いはＤＣＩ formatをＤＣ
Ｉ format ０のみとして設定する際に、ダウンリンク制御シグナリングに対応するＣＲＣ
スクランブリング方式がＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングであると、前記基地局はＭ
次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、ダウンリンク制御シ
グナリングに対応するＣＲＣスクランブリング方式がＣ-ＲＮＴＩスクランブリングであ
ると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択すること、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード１を設定し、或いはＤＣＩ formatをＤＣ
Ｉ format ０のみとして設定する際に、ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領
域が共通検索領域であると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭ
ＣＳ表を選択すること、ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領域がＵＥ特有検
索領域であり且つＣＲＣスクランブリング方式がＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングで
あると、基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、
ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領域がＵＥ特有検索領域であり且つＣＲＣ
スクランブリング方式がＣ-ＲＮＴＩスクランブリングであると、基地局はＭ次変調方式
をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択すること、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード２を設定し、或いはＤＣＩ format ０とＤ
ＣＩ format ４の２種のＤＣＩ formatを設定する際に、前記基地局はＤＣＩ format ０
によってダウンリンク制御シグナリングを送信して、且つ前記ダウンリンク制御シグナリ
ングに対応する検索領域が共通検索領域であると、前記基地局はＭ次変調方式をサポート
しないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ０によってダ
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ウンリンク制御シグナリングを送信して、且つダウンリンク制御シグナリングに対応する
検索領域がＵＥ特有検索領域であると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップ
リンクＭＣＳ表を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ４によってダウンリンク制
御シグナリングを送信すると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭ
ＣＳ表を選択すること、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード２を設定し、或いはＤＣＩ format ０とＤ
ＣＩ format ４の２種のＤＣＩ formatを設定する際に、前記基地局はＤＣＩ format ０
によってダウンリンク制御シグナリングを送信して、且つダウンリンク制御シグナリング
に対応するＣＲＣスクランブリング方式がＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングであると
、前記基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、前
記基地局はＤＣＩ format ０によってダウンリンク制御シグナリングを送信して、且つダ
ウンリンク制御シグナリングに対応するＣＲＣスクランブリング方式がＣ-ＲＮＴＩスク
ランブリングであると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表
を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ４によってダウンリンク制御シグナリング
を送信すると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択す
ること、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード２を設定し、或いはＤＣＩ format ０とＤ
ＣＩ format ４の２種のＤＣＩ formatを設定する際に、前記基地局はＤＣＩ format ０
によってダウンリンク制御シグナリングを送信して、且つダウンリンク制御シグナリング
に対応する検索領域が共通検索領域であると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートしな
いアップリンクＭＣＳ表を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ０によってダウン
リンク制御シグナリングを送信して、且つダウンリンク制御シグナリングに対応する検索
領域がＵＥ特有検索領域であり、ＣＲＣスクランブリング方式がＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩスク
ランブリングであると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ
表を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ０によってダウンリンク制御シグナリン
グを送信して、且つダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領域がＵＥ特有検索領
域であり、ＣＲＣスクランブリング方式がＣ-ＲＮＴＩスクランブリングであると、前記
基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択すること、基地局はＤ
ＣＩ format ４によってダウンリンク制御シグナリングを送信すると、基地局はＭ次変調
方式をサポートするアップリンク表を選択すること、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード２を設定して、或いはＤＣＩ format ０と
ＤＣＩ format ４の２種のＤＣＩ formatを設定する際に、前記基地局はＤＣＩ format 
０によってダウンリンク制御シグナリングを送信すると、前記基地局はＭ次変調方式をサ
ポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ４によ
ってダウンリンク制御シグナリングを送信すると、前記基地局はＭ次変調方式をサポート
するアップリンクＭＣＳ表を選択すること、の少なくとも一つを更に含み、
　又は、
　前記基地局は前記基地局が設定した或いは予め定義されたアップリンクサブフレームセ
ットに基づきアップリンクＭＣＳ表を選択する際に、前記方法は、
　サブフレームセット２とサブフレームセット３に対して、前記基地局はそれぞれＭ次変
調方式をサポートする又はサポートしないアップリンクＭＣＳ表を設定して、前記サブフ
レームセット２と３は基地局が設定したアップリンクサブフレームセット、或いは予め定
義されたサブフレームセットであること、
　基地局はサブフレームセット２だけにＭ次変調方式をサポートする又はサポートしない
アップリンクＭＣＳ表を設定して、サブフレームセット３はＭ次変調方式をサポートしな
いアップリンクＭＣＳ表を使用すること、
　基地局はサブフレームセット３だけにＭ次変調方式をサポートする又はサポートしない
アップリンクＭＣＳ表を設定して、サブフレームセット２はＭ次変調方式をサポートしな
いアップリンクＭＣＳ表を使用すること、の少なくとも一つを更に含む請求項３に記載の
方法。
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【請求項７】
　基地局は伝送タイプと予め定義された情報に基づきＭ次変調方式をサポートする変調と
コーディングポリシーのＭＣＳ表を選択した後に、基地局は端末に前記基地局が端末に送
信した前記ダウンリンク制御シグナリングを送信し、前記ダウンリンク制御シグナリング
は伝送電力制御指令ＴＰＣ commandドメインを含み、前記ＴＰＣ commandドメインは、
　前記ダウンリンク制御シグナリングはＤＣＩ format ３Ａによって送信される際に、前
記ＴＰＣ commandドメインはＮ１ビットで示され、Ｎ１は１以上の正の整数であり、且つ
ＴＰＣ commandドメインに対応するＴＰＣ command数値は－１と１を除いた他の整数を含
む特徴、
　前記ダウンリンク制御シグナリングはＤＣＩ format ３Ａを除いた他のＤＣＩ format
によって送信される際に、前記ＴＰＣ commandドメインはＮ２ビットで示され、Ｎ２は２
以上の正の整数であり、且つＴＰＣ commandドメインに対応するＴＰＣ command数値は－
１，０，１，３を除いた他の整数を含む特徴、の一つを少なくとも含む請求項１に記載の
方法。
【請求項８】
　端末は基地局が送信したダウンリンク制御シグナリングを受信し、前記ダウンリンク制
御シグナリングは変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含み、前記ＩＭＣＳは基
地局が伝送タイプと予め定義された情報に基づき選択したＭＣＳ表に基づくものであり、
前記ＭＣＳ表はＭ次変調方式をサポートするＭＣＳ表及びＭ次変調方式をサポートしない
ＭＣＳ表を含み、Ｍ＞６４であることと、
　前記端末はＩＭＣＳに基づきアップリンクデータのコーディング変調を実行し、或いは
ダウンリンクデータの復調復号を実行することと、を含む高次コーディングの変調処理方
法。
【請求項９】
　前記伝送タイプがダウンリンク伝送である際に、前記基地局は前記予め定義された情報
に基づきダウンリンクＭＣＳ表を選択し、前記予め定義された情報は、
　サブフレームセットに設定した表タイプを含み、前記表タイプは前記Ｍ次変調方式をサ
ポートするチャンネル品質指示ＣＱＩ表又はＭ次変調方式をサポートしないＣＱＩ表であ
り、
　前記サブフレームセットは前記基地局が設定したサブフレームセット０及び/又はサブ
フレームセット１を含み、
　前記伝送タイプはダウンリンク伝送であり、且つ前記基地局が選択したＭＣＳ表がダウ
ンリンクＭＣＳ表である際に、前記方法は、
　サブフレームセット０又は/及びサブフレームセット１にＭ次変調方式をサポートする
ＣＱＩ表を設定する際に、ダウンリンクサブフレームはＭ次変調方式をサポートするＭＣ
Ｓ表を使用すること、
　サブフレームセットｉにＭ次変調方式をサポートするＣＱＩ表を設定する際に、サブフ
レームセットｉはＭ次変調方式をサポートするＭＣＳ表を使用すること、サブフレームセ
ットｉにＭ次変調方式をサポートしないＣＱＩ表を設定する際に、サブフレームセットｉ
はＭ次変調方式をサポートしないＭＣＳ表を使用すること、ｉ＝０，１であり、サブフレ
ームセット０とサブフレームセット１を除いたサブフレームに対して、
　専有の高レベルのシグナリングによってＭ次変調方式をサポートする又はサポートしな
いＭＣＳ表を設定すること、
　Ｍ次変調方式をサポートしないＭＣＳ表を使用するように予め定義されたこと、の少な
くとも一つを含むこと、
　サブフレームセット０とサブフレームセット１の少なくとも一つにＭ次変調方式をサポ
ートするＣＱＩ表を設定する際に、Ｍ次変調方式をサポートするＭＣＳ表を使用すること
、の少なくとも一つを更に含む請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記伝送タイプはアップリンク伝送である際に、前記基地局は前記予め定義された情報
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に基づきアップリンクＭＣＳ表を選択し、前記予め定義された情報は、
　ダウンリンク伝送である際に設定した、Ｍ次変調方式をサポートするＣＱＩ表、Ｍ次変
調方式をサポートするＭＣＳ表の少なくとも一つを含む表タイプ、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むＤＣＩのＤＣＩフォーマット(ＤＣ
Ｉ format)、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むダウンリンク制御シグナリングに対
応する、共通検索領域、ＵＥ特有検索領域の少なくとも一つを含む検索領域、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むダウンリンク制御シグナリングに対
応する、ＳＰＳセル無線ネットワーク一時的アイデンティティＣ-ＲＮＴＩスクランブリ
ング、Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングの少なくとも一つを含む周期的冗長検査ＣＲＣスク
ランブリング方式、
　アップリンク伝送モード、
　基地局が設定したアップリンクサブフレームセット、
　予め定義されたアップリンクサブフレームセット、の少なくとも一つを含む請求項８に
記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＤＣＩ formatは、ＤＣＩ format ０，ＤＣＩ format ４の少なくとも一つを含む
請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記基地局はダウンリンク伝送である際に設定した表タイプに基づきアップリンクＭＣ
Ｓ表を選択する際に、前記方法は、
　ダウンリンク伝送にＭ次変調方式をサポートするＣＱＩ表及び/又はＭ次変調方式をサ
ポートするＭＣＳ表を設定する際に、特定のシーンのアップリンク伝送にＭ次変調方式を
サポートするアップリンクＭＣＳ表を設定すること、
　ダウンリンク伝送にＭ次変調方式をサポートするＣＱＩ表及び/又はＭ次変調方式をサ
ポートするＭＣＳ表を設定し、且つ特定のシーンのアップリンク伝送は物理アップリンク
共有チャンネルＰＵＳＣＨにおいてチャンネル状態情報ＣＳＩを送信する際に、該アップ
リンク伝送にＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ表を設定すること、
　基地局が送信した設定シグナリングによって前記アップリンク伝送にＭ次変調方式をサ
ポートする又はサポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、の少なくとも一つ
を更に含み、
　前記特定のシーンは時分割複信ＴＤＤ伝送を含む請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記基地局はＤＣＩフォーマット(ＤＣＩ format)、ダウンリンク制御シグナリングに
対応する検索領域、ダウンリンク制御シグナリングに対応するＣＲＣスクランブリング方
式、アップリンク伝送モードの少なくとも一つに基づきアップリンクＭＣＳ表を選択する
際に、前記方法は、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード１を設定し、或いはＤＣＩ formatをＤＣ
Ｉ format ０のみとして設定する際に、ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領
域が共通検索領域であると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭ
ＣＳ表を選択すること、ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領域がＵＥ特有検
索領域であると、基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択する
こと、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード１を設定し、或いはＤＣＩ formatをＤＣ
Ｉ format ０のみとして設定する際に、ダウンリンク制御シグナリングに対応するＣＲＣ
スクランブリング方式がＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングであると、前記基地局はＭ
次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、ダウンリンク制御シ
グナリングに対応するＣＲＣスクランブリング方式がＣ-ＲＮＴＩスクランブリングであ
ると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択すること、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード１を設定し、或いはＤＣＩ formatをＤＣ



(63) JP 2017-520964 A 2017.7.27

Ｉ format ０のみとして設定する際に、ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領
域が共通検索領域であると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭ
ＣＳ表を選択すること、ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領域がＵＥ特有検
索領域であり且つＣＲＣスクランブリング方式がＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングで
あると、基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、
ダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領域がＵＥ特有検索領域であり且つＣＲＣ
スクランブリング方式がＣ-ＲＮＴＩスクランブリングであると、基地局はＭ次変調方式
をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択すること、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード２を設定し、或いはＤＣＩ format ０とＤ
ＣＩ format ４の２種のＤＣＩ formatを設定する際に、前記基地局はＤＣＩ format ０
によってダウンリンク制御シグナリングを送信して、且つ前記ダウンリンク制御シグナリ
ングに対応する検索領域が共通検索領域であると、前記基地局はＭ次変調方式をサポート
しないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ０によってダ
ウンリンク制御シグナリングを送信して、且つダウンリンク制御シグナリングに対応する
検索領域がＵＥ特有検索領域であると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップ
リンクＭＣＳ表を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ４によってダウンリンク制
御シグナリングを送信すると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭ
ＣＳ表を選択すること、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード２を設定し、或いはＤＣＩ format ０とＤ
ＣＩ format ４の２種のＤＣＩ formatを設定する際に、前記基地局はＤＣＩ format ０
によってダウンリンク制御シグナリングを送信して、且つダウンリンク制御シグナリング
に対応するＣＲＣスクランブリング方式がＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングであると
、前記基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、前
記基地局はＤＣＩ format ０によってダウンリンク制御シグナリングを送信して、且つダ
ウンリンク制御シグナリングに対応するＣＲＣスクランブリング方式がＣ-ＲＮＴＩスク
ランブリングであると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表
を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ４によってダウンリンク制御シグナリング
を送信すると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択す
ること、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード２を設定し、或いはＤＣＩ format ０とＤ
ＣＩ format ４の２種のＤＣＩ formatを設定する際に、前記基地局はＤＣＩ format ０
によってダウンリンク制御シグナリングを送信して、且つダウンリンク制御シグナリング
に対応する検索領域が共通検索領域であると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートしな
いアップリンクＭＣＳ表を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ０によってダウン
リンク制御シグナリングを送信して、且つダウンリンク制御シグナリングに対応する検索
領域がＵＥ特有検索領域であり、ＣＲＣスクランブリング方式はＳＰＳ Ｃ-ＲＮＴＩスク
ランブリングであると、前記基地局はＭ次変調方式をサポートしないアップリンクＭＣＳ
表を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ０によってダウンリンク制御シグナリン
グを送信して、且つダウンリンク制御シグナリングに対応する検索領域がＵＥ特有検索領
域であり、ＣＲＣスクランブリング方式がＣ-ＲＮＴＩスクランブリングであると、前記
基地局はＭ次変調方式をサポートするアップリンクＭＣＳ表を選択すること、基地局はＤ
ＣＩ format ４によってダウンリンク制御シグナリングを送信すると、基地局はＭ次変調
方式をサポートするアップリンク表を選択すること、
　前記基地局は端末にアップリンク伝送モード２を設定して、或いはＤＣＩ format ０と
ＤＣＩ format ４の２種のＤＣＩ formatを設定する際に、前記基地局はＤＣＩ format 
０によってダウンリンク制御シグナリングを送信すると、前記基地局はＭ次変調方式をサ
ポートしないアップリンクＭＣＳ表を選択すること、前記基地局はＤＣＩ format ４によ
ってダウンリンク制御シグナリングを送信すると、前記基地局はＭ次変調方式をサポート
するアップリンクＭＣＳ表を選択すること、の少なくとも一つを更に含み、
　又は、
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　前記基地局は設定した或いは予め定義されたアップリンクサブフレームセットに基づき
アップリンクＭＣＳ表を選択する際に、前記方法は、
　サブフレームセット２とサブフレームセット３に対して、前記基地局はそれぞれＭ次変
調方式をサポートする又はサポートしないアップリンクＭＣＳ表を設定して、前記サブフ
レームセット２と３は基地局が設定したアップリンクサブフレームセット、或いは予め定
義されたサブフレームセットであること、
　基地局はサブフレームセット２だけにＭ次変調方式をサポートする又はサポートしない
アップリンクＭＣＳ表を設定して、サブフレームセット３はＭ次変調方式をサポートしな
いアップリンクＭＣＳ表を使用すること、
　基地局はサブフレームセット３だけにＭ次変調方式をサポートする又はサポートしない
アップリンクＭＣＳ表を設定して、サブフレームセット２はＭ次変調方式をサポートしな
いアップリンクＭＣＳ表を使用すること、の少なくとも一つを更に含む請求項１０に記載
の方法。
【請求項１４】
　基地局はＭ次変調方式をサポートするＭＣＳ表を選択する際に、端末は基地局が送信し
たダウンリンク制御シグナリングを受信し、前記ダウンリンク制御シグナリングは伝送電
力制御指令ＴＰＣ commandドメインを少なくとも含み、前記ＴＰＣ commandドメインは、
　前記ダウンリンク制御シグナリングはＤＣＩ format ３Ａによって送信される際に、前
記ＴＰＣ commandドメインはＮ１ビットで示され、Ｎ１は１以上の正の整数であり、且つ
ＴＰＣ commandドメインに対応するＴＰＣ command数値は－１と１を除いた他の整数を含
む特徴、
　前記ダウンリンク制御シグナリングはＤＣＩ format ３Ａを除いた他のＤＣＩ format
によって送信される際に、前記ＴＰＣ commanドメインはＮ２ビットで示され、Ｎ２は２
以上の正の整数であり、且つＴＰＣ commandドメインに対応するＴＰＣ command数値は－
１，０，１，３を除いた他の整数を含む特徴、の一つを少なくとも含む請求項１２に記載
の方法。
【請求項１５】
　伝送タイプと予め定義された情報に基づき変調とコーディングのポリシーのＭＣＳ表を
選択するように設定され、前記ＭＣＳ表はＭ次変調方式をサポートするＭＣＳ表及びＭ次
変調方式をサポートしないＭＣＳ表を含み、Ｍ＞６４である選択モジュールと、
　端末にダウンリンク制御シグナリングを送信するように設定され、前記ダウンリンク制
御シグナリングは変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳの少なくとも一つを含み、
前記ＩＭＣＳは基地局により選択したＭ次変調方式をサポートする又はサポートしないＭ
ＣＳ表に基づくものである送信モジュールと、を含む高次コーディングの変調処理装置。
【請求項１６】
　前記選択モジュールはさらに、前記伝送タイプがダウンリンク伝送である際に、前記予
め定義された情報に基づきダウンリンクＭＣＳ表を選択するように設定され、前記予め定
義された情報はサブフレームセットに設定した表タイプを含み、前記表タイプは前記Ｍ次
変調方式をサポートするＭＣＳ表又はＭ次変調方式をサポートしないＭＣＳ表であり、
　又は、
　前記選択モジュールは、前記伝送タイプがアップリンク伝送である際に、予め定義され
た情報に基づきアップリンクＭＣＳ表を選択するように設定され、前記予め定義された情
報は、
　ダウンリンク伝送である際に設定した、Ｍ次変調方式をサポートするＣＱＩ表、Ｍ次変
調方式をサポートするＭＣＳ表の少なくとも一つを含む表タイプ、
　ＩＭＣＳを含むＤＣＩのＤＣＩフォーマット(ＤＣＩ format)、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むダウンリンク制御シグナリングに対
応する、共通検索領域、ＵＥ特有検索領域の少なくとも一つを含む検索領域、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むダウンリンク制御シグナリングに対
応する、ＳＰＳセル無線ネットワーク一時的アイデンティティＣ-ＲＮＴＩスクランブリ
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ング、Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングの少なくとも一つを含む周期的冗長検査ＣＲＣスク
ランブリング方式、
　アップリンク伝送モード、
　基地局が設定したアップリンクサブフレームセット、
　予め定義されたアップリンクサブフレームセット、の少なくとも一つを含む請求項１５
に記載の装置。
【請求項１７】
　基地局が送信したダウンリンク制御シグナリングを受信するように設定され、前記ダウ
ンリンク制御シグナリングは変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳの少なくとも一
つを含み、前記ＩＭＣＳは基地局が伝送タイプと予め定義された情報に基づき選択したＭ
ＣＳ表に基づくものであり、前記ＭＣＳ表はＭ次変調方式をサポートするＭＣＳ表及びＭ
次変調方式をサポートしないＭＣＳ表を含み、Ｍ＞６４である受信モジュールと、
　ＩＭＣＳに基づきアップリンクデータのコーディング変調を実行するように設定され、
或いはＩＭＣＳに基づきダウンリンクデータの復調復号を実行するように設定されるデー
タ処理モジュールと、を含む高次コーディングの変調処理装置。
【請求項１８】
　前記受信モジュールはさらに、前記伝送タイプがダウンリンク伝送であり、前記基地局
は前記予め定義された情報に基づきダウンリンクＭＣＳ表を選択し、且つ前記予め定義さ
れた情報は、
　サブフレームセットに設定した表タイプを含む際に、ＩＭＣＳを受信するように設定さ
れ、前記表タイプは前記Ｍ次変調方式をサポートするＭＣＳ表又はＭ次変調方式をサポー
トしないＭＣＳ表であり、
　又は、
　前記受信モジュールはさらに、前記伝送タイプがアップリンク伝送であり、前記基地局
は前記予め定義された情報に基づきダウンリンクＭＣＳ表を選択して、且つ前記予め定義
された情報は、
　ダウンリンク伝送である際に設定した、Ｍ次変調方式をサポートするＣＱＩ表、Ｍ次変
調方式をサポートするＭＣＳ表の少なくとも一つを含む表タイプ、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むＤＣＩのＤＣＩフォーマット(ＤＣ
Ｉ format)、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むダウンリンク制御シグナリングに対
応する、共通検索領域、ＵＥ特有検索領域の少なくとも一つを含む検索領域、
　変調とコーディング方式のドメインＩＭＣＳを含むダウンリンク制御シグナリングに対
応する、ＳＰＳセル無線ネットワーク一時的アイデンティティＣ-ＲＮＴＩスクランブリ
ング、Ｃ-ＲＮＴＩスクランブリングの少なくとも一つを含む周期的冗長検査ＣＲＣスク
ランブリング方式、
　アップリンク伝送モード、
　基地局が設定したアップリンクサブフレームセット、
　予め定義されたアップリンクサブフレームセット、の少なくとも一つを含む際に、ＩＭ

ＣＳを受信するように設定される請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　請求項１５又は１６のいずれかに記載の装置を含む基地局。
【請求項２０】
　請求項１６又は１７のいずれかに記載の装置を含む端末。
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